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小
津
久
足
「
み
た
け
の
し
を
り
」

付
翻
刻

　
　
　
　
に
つ
い
て

小
津
久
足
「
み
た
け
の
し
を
り
」
・
本
居
有
郷

「
三
多
気
の
日
記
」菱

　
岡
　
憲
　
司

「
み
た
け
の
し
を
り
」
に
つ
い
て

　
小
津
久
足
「
み
た
け
の
し
を
り
」
（
「
御
嶽
の
枝
折
」
「
御
嶽
日
記
」
と
も
）
は
、

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
閏
三
月
一
日
よ
り
一
泊
二
日
の
旅
程
で
、
桜
の
名
所

と
し
て
名
高
い
伊
勢
国
一
志
郡
石
名
原
駅
に
近
い
御
嶽
（
密
嶽
・
三
多
気
と
も
、

現
三
重
県
津
市
美
杉
町
三
多
気
）
を
旅
し
た
折
の
紀
行
で
あ
る
。

　
一
行
は
、
小
津
久
足
・
本
居
有
郷
・
久
世
安
倉
・
野
口
茂
安
・
坂
田
茂
直
の
五

人
で
、
供
の
男
二
人
を
し
た
が
え
る
。

　
小
津
久
足
は
、
通
称
新
蔵
・
与
右
衛
門
、
号
桂
窓
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

生
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
没
、
享
年
五
十
五
歳
。
江
戸
店
持
ち
の
豪
商
「
湯

浅
屋
」
六
代
目
。
戯
作
者
曲
亭
馬
琴
の
友
人
、
ま
た
古
今
の
稀
書
を
蒐
集
し
た
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

荘
文
庫
の
主
と
し
て
知
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
高
倉
一
紀
「
小
津
久
足
」
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拙
論
「
小
津
久
足
『
陸
奥
日
記
』
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
本
居
有
郷
は
、
通
称
源
之
助
。
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
生
、
嘉
永
五
年
二

八
五
二
）
没
、
享
年
四
十
九
歳
。
本
居
春
庭
の
長
男
で
あ
り
、
文
政
十
一
年
二

八
二
八
）
に
春
庭
が
没
す
る
と
、
家
督
を
相
続
し
た
。
そ
の
際
、
小
津
久
足
が
後

見
人
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
は
深
い
。

　
久
世
安
庭
は
、
通
称
弥
一
郎
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
生
、
明
治
二
十
年
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

八
八
七
）
没
、
享
年
八
十
二
歳
。
『
松
阪
市
史
』
所
収
「
久
世
家
文
書
」
の
解
説
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
国
学
方
面
で
は
、
宣
長
の
孫
の
本
居
有
郷
没
後
、
四
日
市
の
高
尾
家
か
ら

　
　
宣
長
の
外
曽
孫
に
当
る
玖
之
助
を
第
四
代
の
松
坂
本
居
家
の
当
主
（
重
三
、

　
　
の
ち
健
亭
）
と
し
て
迎
え
る
に
あ
た
り
蔭
の
力
と
な
っ
て
奔
走
。
万
延
元
年

　
　
に
は
松
坂
国
学
所
開
設
の
世
話
人
と
な
り
、
「
諸
生
引
立
方
」
に
任
ぜ
ら
れ

　
　
て
い
る
。
ま
た
前
記
本
居
健
亭
の
長
女
あ
き
を
長
男
・
安
重
の
嫁
に
迎
え
、

　
　
本
居
家
と
は
親
類
の
仲
に
な
っ
て
い
る
。
樽
入
屋
社
中
の
幹
事
も
つ
と
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
歌
道
で
は
百
人
を
越
え
る
門
弟
を
擁
し
た
。

　
有
郷
没
後
の
松
坂
で
重
き
を
な
し
た
人
物
で
あ
る
と
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

　
野
口
茂
安
・
坂
田
茂
直
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
春
庭
の
門
人
録
に
、
小

津
久
重
・
久
世
安
庭
と
と
も
に
名
を
連
ね
る
。
以
下
、
当
該
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
抜

き
出
し
て
示
す
。
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（
○
文
化
十
四
年
丑
）

同
同
（
伊
勢
國
松
坂
、
菱
岡
注
）

　
　
（
○
文
政
八
年
酉
）

同
（
伊
勢
國
、
耳
触
注
）
松
坂

伊
勢
國
松
坂

　
　
（
○
文
政
十
三
年
寅

伊
勢
國
松
坂

利
助
）
の

小
津
安
吉
　
　
久
足

野
口
彦
三
郎
　
茂
安

久
世
彌
一
郎
安
庭

死
後
入
門
）

　
　
　
坂
田
惣
兵
衛

垂
準
二
八
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
直

　
野
口
茂
安
は
久
世
安
庭
と
同
年
に
入
門
。
坂
田
茂
直
は
、
「
み
た
け
の
し
を
り
」

の
旅
を
し
た
文
政
十
三
年
、
春
庭
に
死
後
入
門
し
て
い
る
。
文
政
十
三
年
は
十
二

月
十
日
に
天
保
へ
と
改
元
す
る
。
よ
っ
て
入
門
の
日
時
は
さ
ほ
ど
絞
り
込
め
な
い

が
、
春
庭
の
後
継
者
有
郷
、
有
郷
の
後
見
人
久
足
と
の
旅
行
に
「
し
た
し
き
友
ど

ち
」
と
し
て
同
道
し
て
い
る
こ
と
と
、
春
庭
へ
の
死
後
入
門
と
は
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

　
「
み
た
け
の
し
を
り
」
本
文
に
は
、
「
わ
れ
は
か
ご
の
か
た
に
の
ら
ん
と
す
る

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

を
、
外
の
若
人
は
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
同
年
生
れ
の
小
津
久
足
と
本
居
有
郷
を

年
長
と
し
、
両
者
よ
り
三
歳
年
少
の
久
世
安
庭
、
塗
盆
と
同
年
入
門
の
野
口
茂
安
、

そ
し
て
坂
田
茂
直
の
順
で
歳
が
若
く
な
る
か
と
推
さ
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
五
人
の
名
は
『
伊
勢
人
物
志
』
（
天
保
五
年
刊
、
松
坂
・
深
野
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
「
松
坂
部
」
に
も
記
載
が
あ
る
。
当
該
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
す
。

茂
直

久
足

有
郷

安
二

毛
安

〔
笙
〕

〔
和
歌
／
平
家
〕

〔
和
歌
／
古
学
〕

〔
全
（
和
歌
、
高
岡
注
）
〕

〔
和
歌
〕

　
　
　
　
（
7
）

〔
百
足
町
〕

〔
魚
町
〕

坂
田
常
吉

小
津
新
蔵

本
居
健
蔵

久
世
耳
介

野
口
彦
三
郎

本
書
の
紳
士
録
的
性
格
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
野
口
茂
安
・
坂
田
茂
直
の
二
人

を
著
名
人
の
列
に
連
ね
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
風
流
文
事
に
関

心
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
は
言
え
よ
う
。

　
久
足
は
商
用
の
た
め
京
・
江
戸
に
赴
く
こ
と
も
す
く
な
く
な
い
。
ま
た
文
政
十

三
年
ま
で
に
「
吉
野
の
山
裏
」
（
文
政
五
年
、
一
冊
）
「
江
門
日
記
」
（
文
政
七
年
、

一
冊
）
「
石
窟
日
記
」
（
文
政
七
年
、
一
冊
）
「
柳
桜
日
記
」
（
文
政
十
一
年
、
三

巻
三
冊
）
「
月
波
日
記
」
（
文
政
十
二
年
、
二
巻
二
冊
）
の
五
点
の
紀
行
文
を
著
し

て
い
る
。
旅
慣
れ
た
駆
足
が
旅
行
を
主
導
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
程
を
一
泊
二
日

と
定
め
る
経
緯
を
記
し
た
冒
頭
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

「
み
た
け
の
し
を
り
」
の
書
誌

　
「
み
た
け
の
し
を
り
」
は
、
天
理
大
学
、
日
本
大
学
、
慶
応
大
学
に
所
蔵
さ
れ

る
。
天
理
大
学
所
蔵
の
久
足
紀
行
文
は
、
現
在
未
整
理
の
た
め
閲
覧
を
許
可
さ
れ

な
い
。
よ
っ
て
、
日
本
大
学
・
鮮
紅
義
塾
大
学
所
蔵
本
の
書
誌
を
記
す
。

　
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
（
O
O
◎
一
。
○
◎
＼
O
。
ゆ
ゆ
＼
ゆ
）
。
一
冊
。
N
恥
。
ひ
×
一
丁
b

糎
。
仮
綴
。
共
表
紙
。
外
題
「
御
嶽
の
枝
折
　
品
行
九
」
と
表
紙
左
に
打
付
書
。

内
題
「
御
嶽
日
記
」
。
十
行
書
。
三
十
丁
。
印
記
「
日
本
大
学
図
書
館
蔵
」
。
胡
粉

に
よ
る
訂
正
あ
り
。
付
箋
あ
り
（
八
丁
ウ
）
。
奥
書
「
小
津
久
足
」
。

　
慶
鷹
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
（
旧
館
）
蔵
（
P
き
＼
P
ω
ω
＼
一
）
。
一
冊
。
P
ω
。
ω
×
一
ひ
ム

糎
。
表
紙
は
茶
の
横
刷
毛
目
模
様
に
銀
で
鳥
の
意
匠
。
外
題
「
み
た
け
の
し
を
り

　
全
」
と
左
肩
に
単
枠
題
籏
。
内
題
「
御
嶽
日
記
」
。
十
行
書
。
三
十
丁
。
印
記

「
慶
磨
義
塾
図
書
館
蔵
」
。
胡
粉
に
よ
る
訂
正
あ
り
。
付
箋
あ
り
（
二
十
九
丁
ウ
）
。

奥
書
「
小
津
久
足
」
。
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玉
磨
義
塾
大
学
が
所
蔵
す
る
小
津
久
足
の
紀
行
文
は
、
「
み
た
け
の
し
を
り
」
「
陸

奥
日
記
」
「
難
波
日
記
」
の
三
点
で
あ
り
、
写
本
の
性
格
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
拙
論
「
小
津
久
足
『
陸
奥
日
記
』
に
つ
い
て
」
で
考
察
し
た

よ
う
に
、
日
大
本
と
天
理
本
は
自
筆
稿
本
で
あ
り
、
慶
大
本
は
筆
工
に
書
写
さ
せ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
慶
大
本
の
付
箋
も
日
大
本
と
同
じ
く
久
足
の
筆
跡
で

あ
る
た
め
、
慶
大
本
も
久
足
の
管
理
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
回
、
翻
刻
の
底
本
に
は
慶
大
本
を
用
い
た
。

本
居
有
郷
「
一
一
一
多
気
の
日
記
」
に
つ
い
て

　
じ
つ
は
「
み
た
け
の
し
を
り
」
以
外
に
も
、
文
政
十
三
年
閏
三
月
一
・
二
日
の

御
嶽
へ
の
旅
を
記
し
た
紀
行
文
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
旅
に
同
道
し
た
本
居
有

郷
の
「
三
多
気
の
日
記
」
（
「
密
造
日
記
」
）
と
、
久
世
安
息
の
「
み
た
け
日
記
」

　
　
　
　
　

（
未
見
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
じ
行
程
を
旅
し
た
三
つ
の
異
な
る
紀
行
文
が
残

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
旅
に
先
立
ち
、
久
足
ら
が
当
然
閲
読
し
た
で
あ
ろ
う
紀
行
と
し
て
本
居
宣
長
『
菅

笠
日
記
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
吉
野
へ
の
旅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

随
行
し
た
稲
懸
茂
穂
（
本
居
大
平
）
も
『
餌
袋
日
記
』
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
天

保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
、
筑
前
国
遠
賀
郡
よ
り
伊
勢
・
善
光
寺
・
日
光
へ
の
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え

五
ヶ
月
の
旅
を
し
た
小
田
宅
子
と
桑
原
久
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
東
路
日
記
」
「
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

荒
詣
日
記
」
を
著
わ
し
、
師
の
国
学
者
伊
藤
常
足
に
添
削
を
乞
う
て
い
る
例
も
あ

り
、
同
じ
国
学
門
徒
の
営
為
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
類
例
が
あ
る
も
の
の
、
今
回
の
よ
う
に
同
一
行
程
を
三
者
が
書
き

残
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
や
は
り
珍
し
い
。
ま
た
、
縦
足
は
「
お
の
れ
ひ
が
も
の
な

れ
ば
に
や
、
い
ま
だ
年
わ
か
け
れ
ど
、
世
の
さ
わ
が
し
き
を
こ
の
ま
ず
、
は
た
人

と
ま
じ
は
る
こ
と
を
も
こ
の
ま
ず
、
た
ゴ
山
水
を
よ
ろ
こ
ぶ
と
古
を
こ
の
む
と
の

く
せ
あ
り
。
さ
れ
ば
と
も
な
ふ
人
も
な
く
、
た
ゴ
ひ
と
り
旅
に
お
も
む
く
こ
と
を

り
く
な
る
が
ご
と
し
」
（
「
梅
桜
日
記
」
天
保
四
年
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の

後
は
供
の
男
だ
け
を
連
れ
た
単
独
行
が
多
く
な
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、
こ
れ

ら
の
紀
行
は
異
な
っ
た
視
点
を
比
較
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
う
か
が
う
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
久
世
各
市
「
み
た
け
日
記
」

の
調
査
は
本
稿
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
今
回
は
本
居

宣
長
記
念
館
の
所
蔵
す
る
本
居
有
郷
「
三
多
気
の
日
記
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
本
居
宣
長
記
念
館
は
、
二
点
の
「
三
多
気
の
日
記
」
（
「
血
管
日
記
」
）
を
所
蔵

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
稿
本
と
浄
書
本
に
あ
た
る
。
ま
ず
書
誌
を
記
す
。

　
稿
本
。
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
（
典
3
4
）
。
一
冊
。
P
い
。
ひ
×
一
刈
b
糎
。
仮
綴
。
共

表
紙
。
外
題
「
密
嶽
日
記
　
有
郷
著
」
と
表
紙
左
に
打
付
書
。
表
紙
「
有
郷
著
」

右
に
「
稿
本
　
大
平
翁
添
削
力
」
と
付
箋
。
内
題
「
密
嶽
日
記
」
。
十
行
書
。
十

丁
。
印
記
「
須
受
能
／
屋
蔵
書
」
（
朱
陽
ω
。
刈
×
一
。
ゆ
糎
）
。
付
箋
百
九
枚
。
奥
書

「
本
居
有
郷
」
。

　
浄
書
本
。
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
（
典
3
5
）
。
一
冊
。
P
い
。
い
×
一
算
b
糎
。
仮
綴
。

共
表
紙
。
外
題
「
三
多
気
の
日
記
」
と
表
紙
左
に
打
付
書
。
表
紙
外
題
下
に
「
修

正
本
」
と
付
箋
。
内
題
「
密
嶽
日
記
」
。
十
行
書
。
十
丁
。
印
記
「
須
受
能
／
屋

蔵
書
」
（
朱
陽
ω
。
刈
×
一
。
ゆ
糎
）
。
奥
書
「
本
居
有
郷
」
。

　
両
本
と
も
に
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
本
居
家
か
ら
本
居
宣
長
記
念
館
に
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
稿
本
表
紙
に
「
稿
本
　
大
平
翁
添
削
力
」
と
の
付
箋
が
あ
る
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が
、
筆
跡
な
ど
か
ら
は
大
平
で
あ
る
確
証
を
得
な
い
。
そ
の
稿
本
に
付
さ
れ
た
百

九
枚
に
も
の
ぼ
る
付
箋
は
、
語
句
の
言
い
ま
わ
し
等
の
修
正
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

先
の
小
田
宅
子
と
桑
原
久
子
が
、
師
の
伊
藤
常
足
に
添
削
を
乞
う
た
よ
う
に
、
今

期
・
有
郷
・
安
庭
が
大
平
に
紀
行
の
添
削
を
乞
う
た
の
で
あ
れ
ば
、
春
庭
亡
き
後

の
松
坂
本
居
門
の
動
向
を
知
る
う
え
で
た
い
へ
ん
意
義
深
い
が
、
す
く
な
く
と
も

久
足
の
紀
行
文
に
は
、
大
平
に
添
削
を
乞
う
た
形
跡
は
見
つ
か
ら
な
い
。
存
疑
の

ま
ま
に
し
て
お
く
。

　
同
じ
一
泊
二
日
の
旅
程
で
あ
り
な
が
ら
、
有
郷
「
三
多
気
の
日
記
」
十
丁
に
対

し
て
、
久
足
「
み
た
け
の
し
を
り
」
は
三
十
丁
と
三
倍
の
分
量
と
な
っ
て
い
る
。

比
較
す
る
と
有
郷
の
記
述
は
淡
泊
に
思
え
る
が
、
久
足
の
記
し
ぶ
り
が
詳
細
を
き

わ
め
る
と
と
ら
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
差
し
引
き
二
十
丁
分
の
余
剰
に
百
足
が
記
す
の
は
、
詳
し
い
地
名
と
道
程
、
古

跡
の
由
来
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
考
察
、
よ
り
多
く
の
短
歌
と
長
歌
、
同
道
の
人

々
や
村
人
た
ち
と
の
会
話
、
そ
し
て
と
き
に
辛
辣
に
さ
え
な
る
率
直
な
心
情
の
吐

露
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
久
足
紀
行
文
の
特
徴
で
あ
り
、
魅
力
で
も
あ
る
。

旅
程
と
諸
特
徴

　
こ
こ
で
「
み
た
け
の
し
を
り
」
に
も
と
づ
き
つ
つ
、
適
宜
、
有
郷
「
三
多
気
の

日
記
」
を
参
照
し
て
、
旅
の
概
要
と
両
者
の
紀
行
文
の
諸
特
徴
を
記
す
。

　
文
政
十
三
年
三
月
、
年
来
の
願
い
で
あ
る
御
嶽
の
花
見
に
出
発
す
る
べ
く
旅
の

支
度
を
す
る
。
御
嶽
へ
の
往
還
は
山
道
な
の
で
二
泊
す
る
の
が
よ
い
と
の
助
言
に

も
、
久
足
は
「
お
の
れ
足
よ
わ
か
ら
ね
ば
、
一
夜
や
ど
り
て
二
日
の
う
ち
に
か
へ

ら
ん
こ
と
、
な
で
う
こ
と
か
あ
ら
ん
」
と
主
張
し
て
、
一
泊
二
日
と
な
る
。
三
十

日
に
出
発
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
一
日
延
期
す
る
。

　
閏
三
月
一
日
、
天
気
も
回
復
し
、
未
明
に
家
を
出
る
。
五
曲
村
・
井
村
・
深
長

村
・
伊
勢
寺
村
を
通
り
、
堀
坂
峠
の
麓
に
い
た
る
。
登
り
は
「
つ
㌻
じ
・
す
み
れ

・
山
吹
」
が
目
を
喜
ば
せ
、
堀
坂
神
社
の
考
証
を
し
つ
つ
峠
を
越
え
る
。
峠
を
越

え
る
と
一
志
郡
で
あ
る
が
、
「
か
く
郡
の
た
が
へ
る
の
み
な
ら
ず
、
時
候
さ
へ
か

は
り
て
、
す
ぎ
こ
し
か
た
よ
り
こ
よ
な
く
さ
む
き
」
と
、
気
候
の
変
化
に
日
常
空

間
か
ら
の
越
境
を
意
識
す
る
。

　
与
原
・
後
山
村
を
経
て
柚
原
村
に
い
た
り
、
こ
こ
で
準
備
し
た
弁
当
を
食
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ら
ぎ

柚
原
村
を
出
て
、
途
中
蘭
神
社
に
詣
で
、
小
川
村
に
い
た
る
。
も
っ
と
も
有
郷

は
、
小
川
村
着
後
に
蘭
神
社
に
詣
で
た
と
し
て
お
り
、
両
者
の
記
述
は
食
い
違
う
。

道
順
か
ら
す
れ
ば
久
足
が
正
し
い
か
。

　
小
川
村
の
「
何
が
し
と
い
ふ
寺
」
（
万
福
寺
）
か
ら
右
折
し
て
し
ば
ら
く
行
く

と
立
派
な
一
本
の
桜
を
見
つ
け
る
。
こ
こ
で
里
人
に
道
を
問
う
と
、
寺
を
左
折
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
来
た
道
を
引
き
返
す
。
「
『
こ
の
道
を
た

が
へ
ず
は
、
か
の
一
木
の
さ
く
ら
は
見
ま
じ
き
を
、
な
か
く
幸
な
り
』
と
い
ふ

人
」
と
は
、
有
郷
で
あ
る
こ
と
が
「
三
多
気
の
日
記
」
か
ら
知
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
久
足
は
「
ま
け
じ
だ
ま
し
ひ
よ
と
を
か
し
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
旅
行
の
際
、

人
に
道
を
聞
く
大
切
さ
を
説
く
。

　
下
多
気
村
に
入
り
、
上
多
気
村
の
北
畠
神
社
を
詣
で
る
。
「
お
の
が
遠
つ
祖
も

こ
の
君
に
つ
か
へ
奉
り
し
」
（
久
足
）
「
お
の
が
遠
祖
の
つ
か
へ
ま
つ
り
し
北
畠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

君
」
（
有
郷
）
と
、
二
人
の
北
畠
旦
別
命
へ
の
思
慕
の
念
は
深
い
。
そ
の
城
跡
の
あ

る
霧
が
峰
を
仰
ぎ
、
御
庭
を
散
策
す
る
。
有
郷
は
「
い
ろ
く
ふ
る
き
石
な
ど
あ

り
。
こ
の
石
に
い
ろ
く
の
名
あ
り
と
き
け
ど
、
し
ら
れ
ず
」
と
細
か
い
穿
墾
は

し
な
い
が
、
久
足
は
「
汀
に
た
て
白
い
と
お
ほ
く
、
蛙
石
・
琴
石
な
ど
い
ふ
名
あ

る
石
も
あ
り
て
、
す
べ
て
の
石
の
さ
ま
も
、
よ
の
常
な
ら
ず
」
と
固
有
名
詞
を
記

し
て
お
り
、
両
者
の
記
述
態
度
の
違
い
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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伊
勢
本
街
道
に
合
流
し
、
「
こ
の
こ
ろ
阿
波
国
・
紀
伊
の
国
な
ど
に
御
影
参
て

ふ
こ
と
は
じ
ま
り
た
る
と
て
、
そ
の
国
人
ど
も
の
菅
笠
と
杓
と
を
い
つ
れ
も
た
つ

さ
へ
て
、
か
ず
か
ぎ
り
も
な
く
ゆ
き
か
よ
ふ
は
、
こ
と
に
㌻
ぎ
は
』
し
」
と
、
御

陰
参
り
で
混
雑
す
る
様
子
を
伝
え
る
。

　
こ
こ
で
食
事
を
と
っ
た
の
ち
、
古
来
難
所
と
し
て
名
高
い
金
事
峠
に
い
た
る
。

久
足
は
天
保
十
一
年
の
「
陸
奥
日
記
」
に
「
わ
れ
馬
に
の
り
し
こ
と
は
い
ま
だ
な

し
。
こ
は
乗
馬
は
身
に
お
は
ぬ
こ
と
墨
こ
㌻
う
み
ず
、
旅
に
て
は
あ
や
ふ
き
を
㌻

そ
れ
て
の
こ
と
な
り
」
と
記
す
よ
う
に
、
そ
の
年
ま
で
危
険
を
避
け
て
馬
に
は
乗

ら
な
い
。
当
然
こ
の
旅
で
も
馬
を
避
け
て
駕
籠
に
乗
る
が
、
「
外
の
若
人
は
、
『
馬

も
め
づ
ら
し
。
か
㌻
る
を
り
な
ら
で
は
』
な
ど
い
ひ
つ
墨
、
俗
に
い
ふ
『
三
方
か

う
し
』
と
い
ふ
に
あ
っ
ら
へ
て
、
か
の
坂
路
に
か
㌻
る
」
と
、
同
行
の
若
者
は
三

方
荒
神
（
馬
の
背
と
左
右
に
人
・
荷
物
を
載
せ
る
枠
を
設
け
た
鞍
）
を
つ
け
た
馬

に
乗
る
。

　
　
馬
の
う
へ
に
の
り
た
る
人
た
ち
は
、
よ
そ
め
も
あ
や
ふ
く
見
え
た
る
を
、
わ

　
　
か
人
た
ち
は
さ
も
お
も
は
ぬ
に
や
あ
ら
ん
、
馬
の
口
と
る
を
の
こ
に
そ
墨
の

　
　
か
さ
れ
て
、
も
ろ
ご
ゑ
に
「
や
あ
と
こ
せ
。
よ
い
や
な
」
と
か
や
い
ふ
、
を

　
　
り
に
ふ
れ
た
る
歌
を
、
い
と
声
だ
か
に
う
た
ひ
つ
㌻
、
さ
ゴ
め
き
の
ぼ
る
を

　
　
見
る
も
、
か
つ
は
興
あ
り
。

と
の
描
写
は
、
「
む
つ
ま
じ
き
人
々
」
と
の
愉
快
な
旅
の
様
子
を
よ
く
伝
え
る
。

　
飼
坂
峠
・
桜
峠
を
越
え
、
奥
津
駅
を
経
て
石
名
原
駅
に
い
た
る
。
御
嶽
も
ち
か

い
た
め
、
こ
こ
で
馬
・
駕
籠
を
降
り
る
。

　
御
嶽
に
向
か
う
午
田
山
に
の
ぼ
り
、
御
嶽
を
な
が
め
る
と
「
ふ
も
と
よ
り
峰
ま

で
た
ゴ
一
す
ぢ
に
、
数
か
ぎ
り
も
な
き
さ
く
ら
の
今
を
さ
か
り
と
咲
な
ら
び
た
る

が
、
ひ
と
め
に
見
わ
た
さ
れ
た
る
」
と
噂
ど
お
り
の
眺
望
に
感
嘆
す
る
。

　
は
や
る
心
の
ま
ま
に
御
嶽
を
の
ぼ
る
と
、
花
の
な
か
を
進
む
が
ご
と
き
桜
の
多

さ
に
感
じ
入
る
。

　
　
い
と
も
く
大
き
な
る
み
き
は
三
か
墨
へ
四
か
墨
へ
も
あ
り
ぬ
べ
く
、
高
さ

　
　
は
五
六
丈
ば
か
り
も
あ
る
べ
く
見
ゆ
る
。
世
に
は
見
な
れ
ぬ
大
き
な
る
花
の

　
　
木
ど
も
お
ほ
く
あ
り
て
、
げ
に
た
ぐ
ひ
な
き
花
の
所
也
。
凡
十
町
あ
ま
り
が

　
　
ほ
ど
は
お
な
じ
さ
ま
な
る
並
木
な
れ
ば
、
お
ほ
し
と
も
、
か
ぎ
り
な
し
と
も
、

　
　
め
ざ
ま
し
と
も
、
め
で
た
し
と
も
い
は
む
は
な
か
く
お
ろ
か
に
て
、
皆
人

　
　
も
わ
れ
も
、
た
ゴ
め
を
お
ど
ろ
か
し
た
る
ば
か
り
に
て
、
い
か
ゴ
と
も
言
葉

　
　
に
は
い
ひ
が
た
く
、
こ
墨
ろ
は
ゑ
ひ
た
る
が
ご
と
し
。

　
や
が
て
蔵
王
権
現
に
い
た
る
。
そ
の
傍
ら
の
真
福
富
に
つ
い
て
「
こ
の
寺
の
庭
、

う
ち
は
れ
た
る
所
な
れ
ど
、
ま
へ
な
る
木
立
に
さ
へ
ら
れ
て
、
桜
は
お
も
ふ
ば
か

り
も
見
え
ず
」
と
述
べ
る
が
、
有
郷
の
紀
行
に
よ
り
、
眺
め
が
よ
け
れ
ば
こ
の
寺

に
宿
り
を
乞
う
計
画
だ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　
も
と
の
道
を
引
き
返
し
て
坂
を
く
だ
る
際
、
桜
の
数
を
数
え
る
こ
と
に
す
る
。

有
郷
は
「
七
百
本
ば
か
り
も
あ
り
て
、
大
木
は
五
十
本
計
も
あ
り
」
と
記
す
が
、

久
足
は
「
よ
の
常
の
大
き
さ
ば
か
り
な
る
木
ど
も
六
百
七
八
十
本
あ
ま
り
も
あ
り

て
、
そ
の
中
に
よ
に
ま
れ
な
る
三
か
㌻
へ
四
か
墨
へ
も
あ
る
べ
き
大
木
五
十
本
あ

ま
り
あ
り
」
と
記
す
。
六
百
七
八
十
本
も
の
桜
を
数
え
る
と
こ
ろ
に
、
一
行
の
浮

か
れ
ぶ
り
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
「
七
百
本
ば
か
り
」
と

概
数
を
記
す
有
郷
に
対
し
て
、
久
足
の
詳
細
な
記
述
ぶ
り
が
見
て
と
れ
る
。

　
こ
こ
で
久
足
は
、
御
嶽
の
桜
は
吉
野
に
比
べ
る
と
数
が
少
な
く
、
嵐
山
に
比
べ

る
と
景
色
が
劣
る
と
比
較
し
た
う
え
で
、
「
こ
の
五
十
本
あ
ま
り
の
大
木
は
、
よ

し
の
・
あ
ら
し
山
に
も
た
ぐ
ひ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ば
か
り
ぞ
、
こ
の
山
の
よ
し
の

・
嵐
山
に
も
ま
さ
り
た
る
所
な
る
」
と
冷
静
な
批
評
を
加
え
る
。
こ
う
し
た
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
冷
静
な
視
点
は
、
い
か
に
も
商
人
的
合
理
性
を
尊
ぶ
久
足
ら
し

い
。
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さ
ら
に
久
足
は
、
三
十
首
の
短
歌
と
二
首
の
長
歌
を
記
す
。
一
首
の
み
の
有
郷

と
こ
こ
で
も
対
照
を
な
す
。

　
石
名
原
に
も
ど
り
、
「
中
子
な
に
が
し
」
の
宿
所
に
泊
ろ
う
と
す
る
も
の
の
、

折
か
ら
の
御
陰
参
り
の
せ
い
で
ま
っ
た
く
空
き
が
な
い
。
方
々
の
宿
所
を
た
ず
ね

た
あ
げ
く
、
村
役
人
の
力
を
借
り
て
最
初
の
「
中
子
な
に
が
し
」
の
も
と
に
や
っ

と
泊
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
供
の
男
を
入
れ
た
七
人
が
狭
い
一
間
に
寝
る
こ

と
に
な
る
。

　
宿
の
主
に
話
を
聞
く
と
、
花
見
に
く
る
人
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
地
元
の
人
は

見
慣
れ
て
珍
し
い
と
も
思
わ
な
い
た
め
、
桜
の
し
た
で
円
居
す
る
人
も
少
な
い
と

い
う
。
こ
れ
を
聞
き
久
足
は
次
の
よ
う
に
述
懐
す
る
。

　
　
ま
こ
と
や
、
か
殴
る
め
で
た
き
花
を
、
か
く
見
る
人
の
す
く
な
き
は
、
あ
か

　
　
ず
く
ち
を
し
き
や
う
な
れ
ど
、
見
る
た
め
に
は
う
る
さ
き
こ
と
な
く
、
心
し

　
　
つ
か
に
し
て
い
と
た
よ
り
よ
く
、
か
つ
は
花
を
か
ご
と
に
、
そ
の
花
は
よ
そ

　
　
に
し
て
、
酒
の
み
、
も
の
く
ふ
こ
と
を
む
ね
と
し
つ
墨
、
た
は
ぶ
れ
く
る
ふ

　
　
お
こ
人
の
な
き
は
、
中
々
に
花
の
た
め
に
は
き
よ
ら
か
に
て
よ
か
る
べ
く
や
。

　
　
さ
れ
ば
わ
が
ご
と
き
、
よ
に
ね
ぢ
け
た
る
ひ
が
も
の
㌻
た
め
に
は
、
よ
に
た

　
　
ぐ
ひ
な
き
と
こ
ろ
な
り
け
り
と
、
か
へ
す
が
へ
す
も
め
で
た
く
お
ぼ
ゆ
る
は
、

　
　
こ
の
み
た
け
の
花
な
り
か
し
。
さ
れ
ば
、
み
や
び
や
か
に
ま
こ
と
の
花
見
を

　
　
せ
ま
ほ
し
く
お
も
ふ
人
あ
ら
ば
、
か
な
ら
ず
お
も
ひ
た
つ
べ
き
所
に
こ
そ
。

　
閏
三
月
二
日
、
ま
た
午
田
山
に
赴
き
、
朝
日
に
照
ら
さ
れ
た
御
嶽
の
姿
を
な
が

め
る
。
続
い
て
御
嶽
に
の
ぼ
り
、
あ
ら
た
め
て
絶
景
を
堪
能
し
た
の
ち
帰
途
に
つ

く
。　

石
名
原
に
も
ど
り
、
こ
こ
か
ら
は
往
路
と
別
の
道
を
ゆ
く
。
老
鹿
村
・
八
知
村

・
竹
原
村
・
南
家
城
を
経
て
北
家
城
に
い
た
る
。
瀬
戸
ヶ
淵
の
岩
村
の
さ
ま
に
久

足
・
有
郷
と
も
に
感
じ
入
る
。
千
畳
岩
に
対
し
て
有
郷
は
「
里
人
の
い
ろ
く
い

ひ
っ
た
へ
も
き
墨
つ
れ
ど
、
わ
す
れ
た
り
」
と
そ
っ
け
な
い
が
、
百
足
は
故
事
を

引
い
て
考
察
を
加
え
る
。

　
川
口
の
関
跡
を
遠
く
に
見
て
川
口
駅
に
入
り
、
久
世
安
庭
の
ゆ
か
り
の
家
で
食

事
を
す
る
と
、
雨
が
降
り
は
じ
め
る
。

　
柚
生
村
を
過
ぎ
る
と
雨
が
は
げ
し
く
な
る
。
初
瀬
街
道
に
合
流
す
る
と
、
こ
こ

で
も
御
陰
参
り
の
人
々
が
目
に
つ
く
。
大
仰
駅
で
蕎
麦
切
を
食
べ
、
こ
こ
か
ら
駕

籠
に
乗
る
。
谷
戸
・
井
関
・
八
田
駅
を
す
ぎ
る
と
風
雨
が
さ
ら
に
は
げ
し
く
な
り
、

あ
と
は
ど
こ
を
通
っ
た
か
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、
亥
の
刻
過
ぎ
に
よ
う
や
く
帰
宅
す

る
。　

最
後
に
「
色
香
な
き
言
葉
の
花
も
み
た
け
山
わ
け
見
む
人
の
枝
折
と
は
な
れ
」

と
詠
む
。
こ
れ
が
「
み
た
け
の
し
を
り
」
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
以
上
の
概
要
に
よ
っ
て
も
、
饒
舌
な
久
足
紀
行
文
の
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
か
と

思
う
。
ま
た
有
郷
の
要
を
得
た
記
し
ざ
ま
も
旅
の
趣
を
よ
く
伝
え
る
。
翻
刻
で
両

者
の
違
い
と
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

松
坂
本
居
家

　
最
後
に
、
こ
の
旅
に
同
道
し
た
面
々
か
ら
う
か
が
え
る
松
坂
本
居
家
の
様
相
に

つ
い
て
述
べ
る
。

　
松
坂
在
住
の
殿
村
安
守
（
髄
質
）
と
小
津
久
足
は
、
曲
亭
馬
琴
と
作
品
の
評
答

を
交
わ
す
間
柄
で
、
書
物
の
貸
借
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。

足
立
巻
一
氏
は
、
「
安
守
の
影
響
は
殿
村
常
久
や
小
津
久
足
に
お
よ
び
、
松
阪
に

独
自
の
気
風
を
つ
く
っ
た
」
と
し
て
、
平
田
篤
胤
が
松
坂
を
訪
れ
た
折
、
翌
旦
ら

が
応
対
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
彼
ら
の
「
排
他
的
で
も
迎
合
的
で
も
な
く
、
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
の
を
い
い
と
す
る
批
評
を
持
」
つ
気
風
を
高
く
評
価
す
る
。
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今
回
の
紀
行
で
は
、
小
津
久
足
・
本
居
有
郷
・
久
世
安
庭
の
近
し
さ
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
本
紀
行
の
翌
天
保
二
年
の
小
津
久
足
「
花
染
日
記
」
に
は
、

　
　
こ
の
と
こ
ろ
ま
で
久
世
安
里
・
知
己
清
雄
・
関
屋
景
之
な
ど
、
お
く
り
き
つ
。

　
　
こ
の
三
人
も
お
な
じ
く
花
見
に
ゆ
く
べ
く
、
か
ね
て
は
ち
ぎ
り
お
き
し
か
ど
、

　
　
さ
は
る
こ
と
あ
り
て
、
え
ゆ
か
ぬ
を
、
い
と
口
を
し
き
ょ
し
い
へ
り
。
よ
り

　
　
て
、
と
も
な
ふ
人
々
は
久
世
安
庭
の
弟
の
断
決
と
坂
田
茂
稲
な
り
。

と
、
久
世
家
と
の
緊
密
な
関
係
が
見
て
と
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
い
さ
さ
か
図
式
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
春
庭
を
後
見
し
た
殿
村
安

守
、
春
庭
の
息
有
郷
を
後
見
し
た
小
津
久
足
、
有
郷
の
養
子
上
郷
を
支
え
た
久
世

安
庭
と
、
松
坂
本
居
家
を
下
支
え
し
た
安
守
・
久
足
・
安
庭
が
、
あ
る
種
の
共
同

体
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
帰
足
が
「
海

山
日
記
」
（
嘉
永
六
年
）
で
「
昔
の
友
な
り
し
殿
村
安
立
は
歌
を
よ
め
り
し
人
な

り
し
が
、
見
識
い
と
せ
ば
く
、
田
舎
人
の
く
せ
を
の
が
れ
ず
」
と
述
懐
す
る
よ
う

に
、
共
同
体
内
部
の
人
間
関
係
を
正
し
く
見
き
わ
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
従
来
ほ

と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
久
足
と
安
庭
の
関
係
を
知
り
、
春
庭
没
後
の
松
坂
の

様
相
を
見
定
め
る
う
え
で
も
、
今
回
の
紀
行
群
は
貴
重
な
情
報
を
与
え
る
。

ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ノヘ　 ノへ
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注

『
松
阪
学
こ
と
は
じ
め
』
お
う
ふ
う
、
平
成
1
4
・
5
。

「
語
文
研
究
」
9
8
号
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
、
平
成
1
6
・
1
2
。

『
松
阪
市
史
　
第
十
一
巻
　
史
料
篇
　
近
世
（
1
）
　
政
治
』
昭
和
5
7
・
9
。

適
宜
注
を
省
略
し
た
。

『
本
居
全
集
　
首
巻
』
本
居
清
造
編
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
3
・
3
。

『
近
世
人
名
録
集
成
　
第
二
巻
』
森
銑
三
・
中
島
理
壽
編
、
勉
誠
社
、
昭
和
5
1
・
3
。

本
居
宣
長
記
念
館
・
吉
田
悦
之
氏
御
教
示
。

（
8
）
（
2
）
に
同
じ
。

（
9
）
（
7
）
に
同
じ
。

（
1
0
）
尾
崎
知
光
・
木
下
泰
典
編
『
菅
笠
日
記
』
和
泉
書
院
、
昭
和
6
2
・
6
。

（
1
1
）
前
田
淑
「
伊
藤
常
足
門
下
の
女
流
と
そ
の
作
品
l
l
紀
行
文
学
を
中
心
に
l
l
」
「
福
岡

　
女
学
院
短
期
大
学
紀
要
」
1
号
、
昭
和
4
0
・
3
。
『
中
間
市
史
　
中
巻
』
平
成
4
・
3
。

　
井
上
敏
幸
他
「
福
岡
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
東
路
日
記
』
翻
刻
・
解
題
（
上
）
（
下
）
」

　
　
「
香
椎
潟
」
4
0
・
4
1
号
、
平
成
7
・
3
同
8
・
3
。
田
辺
聖
子
『
姥
ざ
か
り
花
の
旅
笠
l

　
l
小
田
転
子
の
「
東
路
日
記
」
』
集
英
社
文
庫
、
平
成
1
6
・
1
。
前
田
淑
「
吉
野
の
花
見

　
と
伊
勢
参
り
l
l
小
田
宅
子
『
東
路
日
記
』
」
「
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
1
8
・
8
。

（
1
2
）
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
先
と
北
畠
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
居
宣
長
「
家
の
む
か
し
物
語
」

　
　
（
『
本
居
宣
長
全
集
　
第
二
十
巻
』
筑
摩
書
房
、
平
成
2
・
1
2
）
、
小
津
久
足
「
家
の
昔
か

　
た
り
」
（
小
泉
祐
次
「
小
津
久
足
自
筆
本
『
小
津
氏
系
図
』
と
『
家
の
昔
か
た
り
』
に
つ

　
い
て
（
二
）
」
「
直
屋
学
会
報
」
5
号
、
昭
和
6
3
・
7
）
に
記
載
が
あ
る
。

（
1
3
）
足
立
巻
一
『
新
装
版
　
や
ち
ま
た
　
上
巻
』
河
出
書
房
新
社
、
平
成
2
・
1
1
。

一
、

一
、

一
、

一
、

　
　
凡
例

小
津
久
足
「
み
た
け
の
し
を
り
」
は
慶
鷹
義
塾
大
学
蔵
本
、
本
居
有
郷

「
三
多
気
の
日
記
」
は
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
浄
書
本
を
底
本
と
し
た
。

適
宜
、
句
読
点
・
濁
点
・
括
弧
・
改
行
・
字
下
げ
を
加
え
た
。

漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
が
、
固
有
名
詞
は
原
文
の
表
記
に
し
た

が
っ
た
。

「
墨
」
「
く
」
は
残
し
た
が
、
漢
字
の
後
の
「
〃
」
「
く
」
等
は
「
々
」

に
統
一
し
た
。
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小
津
久
足
「
み
た
け
の
し
を
り
」

御
嶽
日
記

　
伊
勢
の
国
一
志
郡
石
名
原
と
い
ふ
駅
ち
か
き
あ
た
り
に
御
嶽
と
い
ふ
処
あ
り
け

り
。
そ
の
山
を
俗
に
元
芳
野
と
い
ひ
て
、
さ
く
ら
の
お
ほ
き
こ
と
吉
野
に
も
を
さ

く
お
と
ら
ぬ
よ
し
い
へ
ば
、
い
と
ゆ
か
し
く
て
、
わ
が
す
む
か
た
よ
り
さ
ば
か

り
と
ほ
く
も
あ
ら
ぬ
所
な
れ
ば
、
は
や
く
よ
り
ゆ
き
て
見
ま
ほ
し
く
て
、
山
分
衣

お
も
ひ
た
㌻
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
「
花
見
て
く
ら
す
春
ぞ
す
く
な
き
」
と
む
か
し

の
人
の
い
ひ
け
む
ご
と
く
、
い
た
づ
ら
に
す
ぐ
し
き
ぬ
る
は
い
と
く
ち
を
し
く
な

む
。
さ
る
は
な
ほ
ざ
り
な
る
心
な
ら
ね
ど
、
花
の
を
り
は
あ
や
に
く
な
る
も
の
に

て
、
日
数
の
あ
ひ
だ
も
し
ば
し
の
ほ
ど
な
れ
ば
、
よ
の
こ
と
に
か
㌻
づ
ら
ひ
て
さ

は
り
が
ち
な
る
身
に
は
お
も
ふ
に
ま
か
せ
ず
し
て
、
五
年
六
年
の
ほ
ど
も
あ
ら
ま

し
の
み
に
す
ぎ
墨
ぬ
る
を
、
さ
の
み
や
は
と
、
し
ひ
て
お
も
ひ
た
ち
て
、
こ
と
し
、

し
た
し
き
友
ど
ち
と
い
ひ
か
は
し
つ
墨
い
で
た
ら
む
と
す
。
「
道
の
ほ
ど
は
十
里

あ
ま
り
な
れ
ど
、
す
べ
て
山
道
な
れ
ば
、
二
部
や
ど
り
て
三
日
の
う
ち
に
ゆ
く
か

た
よ
か
ら
ん
」
と
い
ふ
人
も
あ
れ
ど
、
お
の
れ
足
よ
わ
か
ら
ね
ば
、
＝
佼
や
ど
り

て
二
日
の
う
ち
に
か
へ
ら
ん
こ
と
、
な
で
う
こ
と
か
あ
ら
ん
と
て
、
そ
の
心
が
ま

へ
を
友
ど
ち
に
も
い
ひ
あ
は
せ
つ
㌻
、
い
と
も
か
り
そ
め
な
る
旅
に
は
あ
れ
ど
、

あ
す
た
墨
ん
と
て
の
日
は
、
雨
ぎ
ぬ
・
菅
笠
な
ど
の
心
が
ま
へ
す
と
て
、
さ
す
が

に
い
と
な
き
こ
㌻
ち
す
。
か
く
い
ふ
こ
ろ
は
文
政
十
三
年
と
い
ふ
と
し
の
三
月
廿

日
あ
ま
り
九
日
な
り
。
こ
と
し
は
閏
三
月
あ
る
年
に
て
例
よ
り
は
花
も
お
そ
か
り

し
か
ど
、
こ
の
あ
た
り
の
花
は
お
ほ
か
た
ち
り
つ
く
し
て
、
中
に
も
お
そ
き
か
ぎ

り
の
花
ば
か
り
ぞ
、
い
さ
㌻
か
の
こ
り
た
る
こ
ろ
ほ
ひ
な
る
。
も
と
よ
り
蜜
嶽
の

あ
た
り
は
い
と
さ
む
き
と
こ
ろ
に
し
て
、
こ
の
あ
た
り
の
花
は
ち
り
て
の
後
の
こ

ろ
さ
か
り
な
る
よ
し
、
か
ね
て
き
墨
お
き
た
れ
ば
、
お
ほ
か
た
こ
の
こ
ろ
や
さ
か

り
な
ら
ん
と
て
、
か
く
は
も
の
す
る
な
り
。
さ
て
あ
す
の
道
は
さ
き
に
い
へ
る
ご

と
く
、
山
道
の
こ
と
に
し
あ
れ
ば
、
よ
ふ
か
く
旅
だ
つ
か
た
よ
か
ら
ん
と
お
も
へ

ば
、
常
よ
り
も
こ
よ
ひ
は
と
く
い
ね
た
る
に
、
夜
中
す
ぐ
る
こ
ろ
ほ
ひ
よ
り
雨
ふ

り
い
で
墨
、
あ
や
に
く
に
風
さ
へ
あ
ら
く
闘
い
で
た
る
は
、
い
と
心
づ
き
な
し
。

か
く
て
は
、
し
ひ
て
も
ゆ
か
る
ま
じ
け
れ
ば
、
明
日
は
先
お
も
ひ
と
ゴ
ま
り
て
閏

三
月
の
朔
日
に
ゆ
か
ん
と
は
お
も
へ
ど
、
と
に
か
く
に
雨
風
の
お
と
耳
に
か
㌻
り

て
し
ば
し
も
ね
ら
れ
ず
、
と
か
く
す
る
ほ
ど
に
よ
も
あ
け
ぬ
。
け
ふ
は
す
な
は
ち

三
十
日
な
り
。
雨
は
猶
や
ま
ず
、
ま
す
く
ふ
り
そ
ひ
て
や
む
べ
く
も
見
え
ね
ば
、

か
く
て
は
、
か
の
山
の
花
や
い
か
な
ら
ん
と
て
、
や
す
き
心
も
な
く
お
ぼ
ゆ
る
ま

墨
に
お
も
ひ
つ
ゴ
け
た
る
。

　
　
お
も
ひ
あ
へ
ぬ
け
ふ
の
雨
風
こ
㌻
ろ
あ
ら
ば
み
た
け
の
花
を
み
だ
さ
ず
も
が

　
　
な

　
　
う
し
つ
ら
し
お
も
ひ
し
花
の
そ
れ
な
ら
で
た
ち
か
は
り
た
る
空
の
雨
雲

　
　
お
も
ひ
や
る
心
ぞ
な
や
む
雨
風
に
み
た
け
の
さ
く
ら
見
に
は
ゆ
か
ね
ど

　
か
く
て
ひ
る
つ
か
た
よ
り
雨
は
や
み
た
れ
ど
、
夏
雲
の
ふ
か
き
は
心
に
か
㌻
り

た
る
に
、
未
の
刻
す
ぐ
る
ほ
ど
、
に
は
か
に
西
風
は
げ
し
く
角
い
で
て
、
青
き
雲

の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
見
え
そ
め
た
る
は
、
う
れ
し
と
も
う
れ
し
。

　
　
花
の
た
め
う
き
は
お
も
は
で
雲
は
ら
ふ
か
た
に
う
れ
し
き
け
ふ
の
春
風

　
　
心
し
て
み
た
け
の
花
の
雲
ま
で
は
ふ
き
な
は
ら
ひ
そ
け
ふ
の
春
か
ぜ

　
　
雲
は
ら
ふ
あ
ら
し
も
花
に
い
か
な
ら
ん
あ
ふ
さ
き
る
さ
の
け
ふ
の
空
か
な

　
閏
三
月
朔
日
。
い
と
よ
ふ
か
く
お
き
い
で
た
る
に
、
星
の
ひ
か
り
も
い
さ
』
か

く
も
ら
は
し
げ
な
く
、
き
ら
く
と
見
え
た
る
は
、
天
気
も
よ
か
ん
な
り
と
て
、

ま
つ
こ
㌻
ろ
や
す
し
。
朝
げ
し
た
㌻
む
る
ほ
ど
、
か
ね
て
い
ひ
あ
は
せ
し
友
ど
ち

も
い
で
来
た
り
．
そ
の
ひ
と
ぐ
は
、
本
居
の
有
郷
、
久
世
の
重
事
、
野
口
の
茂

安
、
坂
田
の
茂
直
な
り
。
か
く
て
そ
の
人
た
ち
を
い
ざ
な
ひ
て
い
で
た
つ
に
、
も
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と
よ
り
む
つ
ま
じ
き
人
々
な
れ
ば
、
何
く
れ
の
も
の
が
た
り
な
ど
し
つ
墨
さ
ゴ
め

き
ゆ
く
も
、
い
と
こ
㌻
ろ
ゆ
く
道
な
り
け
り
。
先
、
坂
内
川
の
つ
墨
み
の
う
へ
を

の
ぼ
り
ゆ
く
ほ
ど
、
朝
風
い
と
さ
む
し
。
か
く
て
五
曲
村
を
す
ぎ
て
、
石
地
蔵
の

あ
る
道
の
ち
ま
た
よ
り
右
の
か
た
に
を
れ
て
、
井
村
に
い
た
る
。
こ
の
村
の
石
ば

し
を
わ
た
り
て
、
樋
口
曲
な
ど
い
ふ
村
を
す
ぎ
た
る
道
の
左
の
か
た
に
、
木
魂
森

と
い
ふ
森
あ
り
。
こ
の
森
の
ほ
と
り
を
す
ぐ
る
ほ
ど
、
な
に
㌻
ま
れ
声
を
た
て
墨

よ
べ
ば
、
や
が
て
そ
の
森
の
中
に
て
そ
の
ご
と
く
こ
た
ふ
る
に
よ
り
て
、
か
く
い

ふ
な
り
と
き
け
ば
、
た
は
ぶ
れ
に
よ
ば
㌻
り
み
る
に
、
人
の
い
へ
る
に
た
が
ふ
こ

と
な
し
。
山
彦
と
て
、
山
に
は
か
㌻
る
た
ぐ
ひ
、
よ
の
常
な
る
を
、
村
の
中
に
は

め
づ
ら
し
く
こ
そ
。
深
長
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
、
道
の
右
の
か
た
に
金
塚
と
い
ふ

塚
あ
り
。
い
と
ふ
る
く
見
ゆ
る
石
の
五
輪
あ
り
て
、
芝
生
を
た
か
く
つ
み
た
て
た

る
う
へ
に
松
の
木
の
ま
ば
ら
な
る
も
、
あ
な
が
ち
ち
か
き
よ
の
墓
と
は
見
え
ず
。

「
何
人
の
は
か
に
や
」
と
い
へ
ば
、
「
五
輪
の
台
に
何
が
し
と
か
や
い
ふ
名
を
ゑ

り
つ
け
た
り
」
と
久
世
安
率
い
へ
り
。
又
野
口
茂
安
は
「
何
が
し
て
ふ
鷹
追
の
墓

な
り
と
い
ふ
説
あ
り
」
と
い
へ
り
。
こ
の
墓
を
す
ぐ
れ
ば
伊
勢
寺
村
に
て
、
村
中

に
伊
勢
の
国
の
国
分
寺
あ
り
。
今
は
真
言
宗
に
て
ち
ひ
さ
く
な
り
た
れ
ど
、
む
か

し
の
国
分
寺
の
跡
な
る
こ
と
は
い
ち
じ
る
く
、
今
も
を
り
に
ふ
れ
て
は
古
き
瓦
を

ほ
り
い
だ
す
こ
と
あ
り
と
な
ん
。
さ
れ
ば
伊
勢
寺
て
ふ
名
も
こ
の
寺
の
あ
る
よ
り

い
へ
る
名
に
は
あ
ら
じ
か
。
こ
の
村
を
は
な
る
墨
所
よ
り
川
に
そ
ひ
て
横
瀧
山
の

ふ
も
と
を
ゆ
く
ほ
ど
、
よ
も
や
う
く
あ
け
に
け
り
。

　
　
空
も
や
墨
し
ら
み
そ
め
た
る
横
雲
に
横
峰
山
の
ふ
も
と
を
ぞ
ゆ
く

　
こ
の
あ
た
り
ま
で
松
坂
よ
り
一
里
半
あ
ま
り
も
あ
る
べ
し
。
こ
㌻
は
や
が
て
堀

坂
山
の
ふ
も
と
に
て
、
道
の
ほ
と
り
に
石
ノ
地
蔵
あ
り
て
二
町
」
と
ゑ
り
つ
け

た
る
は
、
ち
か
き
よ
に
た
て
た
る
に
て
、
こ
の
堀
坂
山
の
峰
ま
で
四
十
町
の
う
ち
、

一
町
ご
と
に
た
て
た
る
道
し
る
べ
な
り
。
か
㌻
る
た
ぐ
ひ
よ
に
お
ほ
き
も
の
な
が

ら
、
こ
し
か
た
ゆ
く
さ
き
の
ほ
ど
、
は
か
り
し
ら
れ
て
た
よ
り
よ
き
も
の
也
。
や

墨
ゆ
け
ば
、
道
よ
り
半
町
ば
か
り
右
の
か
た
に
大
き
な
る
石
の
鳥
居
あ
り
て
、
木

立
い
と
も
の
ふ
か
く
神
さ
び
た
る
宮
居
お
は
し
ま
す
。
鳥
居
の
か
た
は
ら
に
碑
も

あ
れ
ば
、
立
よ
り
て
見
る
に
、
正
面
に
は
「
禁
殺
生
」
と
あ
り
て
、
か
た
わ
き
に

は
「
堀
坂
神
社
」
と
ゑ
り
つ
け
た
り
．
さ
れ
ば
こ
そ
、
か
う
ぐ
し
く
見
え
た
る

も
う
べ
な
り
け
れ
。
「
延
喜
の
式
」
に
も
見
え
た
る
御
社
な
る
も
の
を
と
お
も
は

れ
ぬ
。
さ
て
こ
の
碑
は
享
保
と
い
ふ
と
し
の
こ
ろ
、
我
殿
の
い
た
り
ふ
か
き
御
心

よ
り
、
「
式
」
に
見
え
た
る
神
社
の
領
内
に
ま
し
ま
す
か
“
き
り
は
、
こ
と
ぐ
く

こ
の
石
を
た
て
ら
れ
た
る
に
て
、
外
の
御
社
に
も
た
て
ら
れ
た
る
こ
と
、
も
と
よ

り
人
の
し
る
所
な
り
。
い
と
も
た
ふ
と
き
こ
と
に
な
ん
。
こ
の
御
社
は
こ
の
鳥
居

よ
り
三
四
町
も
お
く
の
か
た
に
お
は
し
ま
す
と
そ
。
こ
㌻
よ
り
一
二
町
ゆ
き
て
土

橋
を
わ
た
る
に
、
川
の
流
も
い
さ
ぎ
よ
く
、
山
の
木
立
も
や
う
く
よ
ば
な
れ
た

る
け
し
き
に
な
り
ゆ
く
も
め
づ
ら
し
く
お
か
し
。
又
二
三
町
も
ゆ
き
た
る
所
の
川

の
む
か
ひ
に
山
祇
御
社
お
は
し
ま
す
。
拝
殿
は
こ
な
た
の
き
し
に
あ
り
て
、
そ
の

拝
殿
の
ほ
と
り
な
る
松
の
木
の
問
に
一
木
さ
く
ら
の
咲
た
る
が
、
今
を
さ
か
り
に

て
、
い
と
お
も
し
ろ
く
見
え
た
り
。

　
　
山
祇
の
み
ま
へ
と
花
も
こ
㌻
う
し
て
か
㌻
る
さ
か
り
や
聾
す
る
し
ら
ゆ
ふ

　
こ
の
川
に
そ
ひ
て
坂
路
を
の
ぼ
る
ほ
ど
、
を
り
に
ふ
れ
た
る
つ
墨
じ
・
す
み
れ

・
山
吹
な
ど
の
、
こ
墨
か
し
こ
に
咲
た
る
も
、
あ
か
ず
め
と
ま
る
さ
ま
な
り
。
わ

ら
び
の
も
え
い
で
た
る
を
、

　
　
あ
す
な
ら
ば
か
へ
る
た
も
と
や
お
も
ら
ま
し
道
の
ゆ
く
て
に
も
ゆ
る
さ
わ
ら

　
　
び

　
こ
の
坂
路
は
さ
ば
か
り
け
は
し
か
ら
ね
ば
、
さ
の
み
く
る
し
く
も
お
ぼ
え
ず
。

ほ
ど
な
く
四
十
町
を
の
ぼ
り
つ
く
し
て
峠
に
い
た
る
。
こ
の
所
よ
り
わ
が
す
む
あ

た
り
は
い
ふ
も
さ
ら
な
り
、
海
の
か
た
ま
で
い
と
ま
ち
か
く
見
え
て
け
し
き
よ
し
。
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こ
の
峠
に
石
の
鳥
居
あ
り
て
「
当
国
第
一
山
」
と
い
ふ
額
を
か
け
た
る
は
、
大
宮

と
撃
て
堀
坂
大
権
現
と
ま
う
す
神
の
鳥
居
な
り
。
御
社
は
こ
の
と
こ
ろ
よ
り
十
八

丁
の
ぼ
り
た
る
所
に
あ
り
て
、
す
な
は
ち
こ
の
山
の
峰
の
う
へ
に
お
は
す
る
な
り
。

「
式
」
に
見
え
た
る
御
社
は
、
か
の
ふ
も
と
な
る
御
社
に
は
あ
ら
で
、
こ
の
峰
な

る
に
は
あ
ら
じ
か
と
も
お
も
へ
ど
、
す
べ
て
「
式
」
に
見
え
た
る
御
社
の
山
の
名

を
お
ひ
給
へ
る
た
ぐ
ひ
、
峰
に
お
は
す
る
も
、
ふ
も
と
に
お
は
す
る
も
、
今
の
よ

に
た
ぐ
ひ
お
ほ
き
こ
と
な
れ
ば
、
峰
な
る
か
、
ふ
も
と
な
る
か
、
ま
こ
と
は
さ
だ

め
が
た
か
る
ぺ
け
れ
ど
、
碑
を
ふ
も
と
の
か
た
に
た
て
ら
れ
た
る
は
、
そ
の
を
り

ふ
る
き
っ
た
へ
な
ど
の
あ
り
て
な
ら
ん
か
と
も
お
も
は
る
れ
ば
、
し
ば
ら
く
ふ
も

と
な
る
御
社
の
か
た
を
、
「
式
」
に
見
え
た
る
御
社
な
り
と
さ
だ
め
お
く
べ
き
か
。

こ
の
峠
を
く
だ
れ
ば
、
や
が
て
茶
屋
あ
り
て
し
ば
し
や
す
む
。
飯
高
郡
は
こ
の
峠

を
さ
か
ひ
に
て
、
こ
㌻
は
則
一
志
郡
な
り
。
か
く
郡
の
た
が
へ
る
の
み
な
ら
ず
、

ト
　
キ

時
候
さ
へ
か
は
り
て
、
す
ぎ
こ
し
か
た
よ
り
こ
よ
な
く
さ
む
き
は
、
北
お
も
て
な

る
け
に
や
あ
ら
ん
。
さ
れ
ば
さ
く
ら
も
こ
㌻
か
し
こ
に
さ
か
り
に
て
、
桃
の
花
な

ど
も
猶
さ
か
り
に
見
え
た
り
。
「
か
く
峠
を
さ
か
ひ
に
て
寒
暖
の
た
が
へ
る
を
お

も
へ
ば
、
か
の
み
た
け
の
花
も
よ
き
こ
ろ
な
る
べ
く
や
」
と
ゆ
く
く
い
ひ
か
は

し
て
い
と
た
の
し
。
道
に
て
き
ゴ
す
の
鳴
け
れ
ば
、

　
　
妹
が
め
を
ほ
り
坂
山
に
た
へ
か
ね
て
鳴
か
き
ゴ
す
の
声
き
こ
ゆ
な
り

　
布
引
山
の
横
に
ま
ち
か
く
見
え
た
る
も
、
常
々
見
な
れ
た
る
に
は
方
角
た
が
ひ

て
め
づ
ら
し
く
見
ゆ
。

　
　
堀
坂
の
み
ね
う
ち
こ
え
て
な
が
む
れ
ば
横
ほ
り
ふ
せ
る
布
引
の
山

　
か
の
茶
屋
よ
り
四
五
辛
き
た
る
所
に
道
の
ち
ま
た
あ
り
て
、
右
の
か
た
は
与
原

と
い
ふ
山
さ
と
に
入
て
、
飯
福
田
寺
と
い
ふ
に
ま
う
つ
る
道
な
り
。
こ
の
飯
福
田

寺
と
い
ふ
は
、
み
た
け
に
な
ず
ら
へ
て
人
の
ま
う
つ
る
所
な
れ
ど
、
道
い
そ
が
る

れ
ば
、
え
た
ち
よ
ら
ず
。
左
の
か
た
の
道
に
入
て
お
な
じ
や
う
な
る
坂
路
を
の
ぼ

り
く
だ
り
て
、
後
山
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
、
柚
原
村
と
い
ふ
山
里
に
い
た
り
て
さ
㌻

ご
ひ
ら
く
。
こ
の
道
は
旅
人
の
か
よ
は
ぬ
道
に
て
、
も
の
く
ふ
こ
と
な
ど
か
た
し

と
き
㌻
し
か
ば
、
か
く
は
さ
㌻
ご
を
も
の
せ
し
也
。
こ
の
柚
原
ま
で
ま
つ
坂
よ
り

三
里
半
な
れ
ど
、
山
道
な
り
し
か
ば
、
ほ
ど
㌻
ほ
く
お
ぼ
え
た
り
。
こ
の
村
を
す

ぎ
て
す
こ
し
ゆ
け
ば
、
道
の
か
た
は
ら
に
蘭
大
明
神
と
申
神
の
鳥
居
た
て
り
。
こ

は
い
か
な
る
神
の
ま
し
ま
す
に
か
、
と
し
ご
と
の
八
月
朔
日
に
は
ま
う
つ
る
人
い

と
お
ほ
く
て
、
わ
が
す
む
あ
た
り
よ
り
も
、
そ
の
を
り
に
は
ま
う
つ
る
人
あ
り
。

す
べ
て
こ
の
宮
に
ま
う
つ
る
人
は
、
守
な
り
と
て
杉
の
葉
を
と
り
き
た
る
が
な
ら

は
し
な
り
。

　
　
稲
荷
山
そ
れ
に
は
あ
ら
ぬ
あ
ら
㌻
ぎ
の
社
に
も
な
ほ
か
ざ
す
杉
の
葉

　
猶
お
な
じ
や
う
な
る
坂
路
を
の
ぼ
り
く
だ
り
て
、
柚
原
よ
り
一
里
と
い
ふ
に
、

小
川
と
い
ふ
山
里
に
い
た
る
。
す
べ
て
堀
坂
の
峠
よ
り
こ
な
た
は
花
ざ
か
り
に
て
、

と
こ
ろ
ぐ
に
見
え
た
る
は
ま
ば
ら
に
は
あ
れ
ど
、
ひ
と
つ
に
あ
つ
め
て
は
千
本

に
も
な
り
ぬ
べ
し
。
道
の
ゆ
く
て
に
は
よ
き
見
も
の
な
り
。

　
　
か
く
お
ほ
き
ゆ
く
て
の
さ
く
ら
し
ら
で
な
ど
み
た
け
と
の
み
は
お
も
ひ
た
ち

　
　
け
む

　
こ
の
小
川
村
な
る
何
が
し
と
い
ふ
寺
の
ほ
と
り
な
る
道
の
ち
ま
た
よ
り
は
し
を

わ
た
り
て
、
川
に
そ
ひ
て
十
町
あ
ま
り
も
ゆ
け
ば
、
ち
ひ
さ
き
宮
あ
り
て
、
い
と

お
も
し
ろ
く
さ
き
た
る
一
木
の
さ
く
ら
あ
り
。
す
ぎ
こ
し
か
た
の
花
ど
も
に
は
一

き
は
ま
さ
り
て
見
ゆ
れ
ば
、
そ
の
も
と
に
た
ち
や
す
ら
ひ
居
た
る
ほ
ど
、
さ
と
人

に
や
あ
ら
ん
、
あ
た
り
な
る
畑
う
ち
た
る
人
の
あ
る
に
、
「
下
多
気
ま
で
は
道
の

ほ
ど
、
い
か
ば
か
り
に
か
」
と
』
へ
ば
、
そ
の
人
の
い
ふ
に
は
「
こ
の
道
は
下
多

気
に
か
よ
ふ
道
に
あ
ら
ず
、
矢
下
と
い
ふ
所
に
ゆ
く
な
る
を
、
し
ら
で
ふ
み
た
が

へ
給
ひ
た
る
な
め
り
」
と
い
ふ
に
、
「
下
多
気
に
は
い
っ
こ
よ
り
も
の
す
る
ぞ
」

と
㌻
へ
ば
、
「
か
の
小
川
な
る
寺
の
ほ
と
り
な
る
道
の
ち
ま
た
よ
り
、
ひ
だ
り
の
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か
た
に
ゆ
く
が
そ
の
道
な
る
も
の
を
」
と
い
ふ
に
、
「
あ
な
く
ち
を
し
」
と
人
々

も
つ
ぶ
や
け
ど
、
せ
ん
か
た
な
け
れ
ば
又
も
と
の
道
に
か
へ
り
ゆ
く
も
、
い
と
わ

づ
ら
は
し
。
さ
れ
ど
　
「
こ
の
道
を
た
が
へ
ず
は
、
か
の
一
木
の
さ
く
ら
は
見
ま
じ

き
を
、
な
か
く
幸
な
り
」
と
い
ふ
人
の
あ
る
は
、
ま
け
じ
だ
ま
し
ひ
よ
と
を
か

し
。
は
じ
め
て
き
た
る
道
に
は
、
か
詰
る
ふ
み
た
が
へ
い
と
お
ほ
く
あ
る
こ
と
な

れ
ば
、
ゆ
き
あ
ひ
た
る
人
々
に
は
か
な
ら
ず
と
ふ
べ
き
こ
と
に
な
ん
。
か
く
て
か

の
寺
の
ほ
と
り
な
る
道
よ
り
左
の
か
た
に
い
り
て
、
又
山
を
こ
え
て
、
や
う
く

下
多
気
村
に
い
た
る
。
こ
㌻
も
お
な
じ
谷
あ
ひ
に
は
あ
れ
ど
、
さ
す
が
に
む
か
し

国
の
司
の
君
の
ま
し
ま
し
㌻
所
の
跡
な
れ
ば
、
ひ
ろ
く
う
ち
は
れ
た
り
。
こ
㌻
ま

で
小
川
よ
り
た
ゴ
に
は
一
里
な
り
と
そ
。
こ
の
下
多
気
の
入
口
に
川
あ
り
。
そ
の

川
の
は
し
を
わ
た
り
て
す
こ
し
ゆ
け
ば
、
産
神
の
御
社
お
は
し
ま
す
。
こ
の
下
多

気
よ
り
七
八
丁
ゆ
け
ば
上
多
気
村
の
入
口
に
て
、
こ
墨
に
真
善
院
と
い
ふ
寺
あ
り

て
、
道
の
か
た
は
ら
に
鳥
居
あ
り
。
こ
を
里
人
は
「
国
司
さ
ま
」
、
あ
る
は
「
国

司
八
幡
」
と
ま
う
し
て
、
則
八
幡
の
御
社
お
は
し
ま
す
。
御
社
は
南
む
き
に
た
墨

せ
給
へ
る
が
、
杉
の
木
立
も
の
さ
び
て
い
と
か
う
ぐ
し
．
そ
も
く
こ
の
宮
を

八
幡
宮
と
は
申
せ
ど
、
ま
こ
と
は
広
幡
の
大
神
に
あ
ら
で
、
北
畠
筆
下
教
大
納
言
の

御
霊
を
ま
つ
り
た
る
御
社
に
て
、
む
か
し
国
司
の
御
館
の
あ
り
し
跡
な
り
。
御
前

に
池
の
あ
る
は
、
そ
の
か
み
の
庭
の
な
ご
り
に
て
、
汀
に
た
て
石
い
と
お
ほ
く
、

蛙
石
・
琴
石
な
ど
い
ふ
名
あ
る
石
も
あ
り
て
、
す
べ
て
の
石
の
さ
ま
も
、
よ
の
常

な
ら
ず
。
今
の
世
に
林
泉
・
築
山
な
ど
い
ふ
も
の
墨
ご
と
く
、
こ
ち
た
く
さ
と
び

た
る
か
た
に
は
あ
ら
で
、
優
に
み
や
び
た
る
さ
ま
也
。
又
こ
の
御
社
よ
り
四
五
町

ば
か
り
西
の
か
た
な
る
、
霧
が
峰
と
い
ふ
た
か
き
山
に
は
、
む
か
し
の
城
跡
あ
り

て
、
今
も
そ
の
跡
さ
だ
か
に
見
え
た
り
。
馬
下
の
か
た
な
る
山
に
も
お
な
じ
さ
ま

し
た
る
城
跡
あ
り
て
、
む
か
し
の
さ
ま
今
も
め
に
見
る
や
う
な
る
は
、
い
と
な
つ

か
し
き
こ
墨
ち
す
。
国
司
と
ま
う
し
た
て
ま
つ
り
て
、
い
み
じ
き
闘
い
き
ほ
ひ
に

さ
か
え
給
ひ
し
む
か
し
の
御
代
は
、
か
の
西
の
か
た
な
る
霧
が
峰
の
あ
た
り
ま
で

御
館
の
う
ち
な
り
け
む
を
、
う
つ
り
か
は
る
よ
の
あ
り
さ
ま
と
は
い
ひ
な
が
ら
、

か
く
せ
ば
き
と
こ
ろ
と
な
り
も
て
ゆ
き
て
、
や
う
く
池
ば
か
り
む
か
し
の
ま
墨

に
の
こ
り
た
る
は
、
い
と
も
の
あ
は
れ
な
り
。
そ
の
昔
は
い
か
に
め
で
た
き
つ
く

り
庭
な
り
け
む
。
お
の
が
遠
つ
祖
も
こ
の
君
に
つ
か
へ
奉
り
し
こ
と
な
ど
、

　
　
い
ひ
い
で
て
し
の
ぶ
ゆ
か
り
の
あ
る
身
に
は
池
水
ふ
か
く
袖
ぬ
ら
し
つ
㌻

　
　
君
ま
さ
で
あ
せ
ぬ
る
池
の
こ
㌻
う
さ
へ
う
ら
さ
び
し
げ
に
見
え
わ
た
り
つ
㌻

　
こ
の
池
の
み
ぎ
は
に
桜
の
一
木
二
木
さ
き
た
る
を
、

　
　
あ
れ
し
そ
の
心
も
し
ら
ず
咲
い
で
㌻
さ
く
ら
ば
か
り
は
今
さ
か
り
な
り

　
　
池
水
の
み
ぎ
は
の
花
も
う
つ
り
こ
し
む
か
し
の
春
を
算
し
の
ぶ
ら
ん

と
お
も
ひ
や
ら
れ
て
、
こ
れ
も
あ
は
れ
に
お
ぼ
ゆ
。
こ
の
八
幡
宮
は
、
今
は
こ
の

所
の
産
神
の
ご
と
く
な
り
た
ま
ひ
て
、
二
月
十
五
日
・
八
月
十
三
日
と
年
に
二
度
、

御
祭
も
あ
り
と
か
や
。
さ
き
に
い
へ
る
ご
と
く
、
さ
と
人
は
「
国
司
さ
ま
」
と
ま

う
し
て
、
か
く
御
祭
な
ど
を
も
っ
か
へ
、
い
み
じ
く
う
や
ま
ひ
た
て
ま
つ
る
も
、

さ
す
が
に
む
か
し
の
御
い
き
ほ
ひ
今
の
よ
ま
で
の
こ
り
た
る
も
の
な
ら
む
と
た
ふ

と
し
。
こ
の
寺
に
こ
の
多
気
の
古
き
絵
図
あ
る
よ
し
か
ね
て
き
㌻
し
か
ば
、
い
ひ

い
れ
て
見
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
あ
る
じ
の
僧
な
き
ほ
ど
な
れ
ば
、
え
も
い
ひ
い
れ
ず
。

こ
の
御
社
の
鳥
居
の
ま
へ
よ
り
、
川
に
そ
ひ
て
五
丁
ば
か
り
も
ゆ
き
て
、
は
し
の

ほ
と
り
に
い
つ
れ
ば
、
す
な
は
ち
上
多
気
の
駅
に
て
、
こ
の
所
街
道
な
り
。
も
と

よ
り
こ
の
街
道
は
、
俗
に
赤
羽
根
越
と
い
ひ
て
、
大
和
の
国
榛
原
の
駅
よ
り
大
御

神
の
宮
に
た
ゴ
に
ま
う
つ
る
道
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
山
道
に
は
や
う
か
は
り
て
、

い
と
ひ
ろ
く
に
ぎ
は
墨
し
。
そ
の
う
へ
、
こ
の
こ
ろ
阿
波
国
・
紀
伊
の
国
な
ど
に

オ
カ
ゲ

御
影
参
て
ふ
こ
と
は
じ
ま
り
た
り
と
て
、
そ
の
国
人
ど
も
の
菅
笠
と
杓
と
を
い
つ

れ
も
た
つ
さ
へ
て
、
か
ず
か
ぎ
り
も
な
く
ゆ
き
か
よ
ふ
は
、
こ
と
に
㌻
ぎ
は
㌻
し
。

か
く
て
こ
の
駅
の
篠
や
何
が
し
と
い
ふ
も
の
㌻
家
に
い
り
て
、
も
の
な
ど
く
ふ
。
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こ
の
駅
よ
り
、
か
ね
て
け
は
し
き
よ
し
音
に
き
墨
た
る
飼
坂
と
い
ふ
坂
に
の
ぼ
る

な
る
を
、
人
々
の
足
も
、
こ
し
か
た
の
坂
路
に
つ
か
ら
し
た
れ
ば
、
駕
籠
ま
た
は

馬
に
の
ら
ん
と
す
。
さ
れ
ど
馬
は
か
の
坂
路
あ
や
ふ
か
る
ぺ
け
れ
ば
、
わ
れ
は
か

ご
の
か
た
に
の
ら
ん
と
す
る
を
、
外
の
若
人
は
、
「
馬
も
め
づ
ら
し
。
か
墨
る
を

り
な
ら
で
は
」
な
ど
い
ひ
つ
墨
、
俗
に
い
ふ
「
三
方
か
う
し
」
と
い
ふ
に
あ
っ
ら

へ
て
、
か
の
坂
路
に
か
墨
る
に
、
げ
に
も
け
は
し
き
坂
路
な
り
。
さ
れ
ば
馬
の
う

へ
に
の
り
た
る
人
た
ち
は
、
よ
そ
め
も
あ
や
ふ
く
見
え
た
る
を
、
わ
か
人
た
ち
は

さ
も
お
も
は
ぬ
に
や
あ
ら
ん
、
馬
の
口
と
る
を
の
こ
に
そ
墨
の
か
さ
れ
て
、
も
ろ

ご
ゑ
に
「
や
あ
と
こ
せ
。
よ
い
や
な
」
と
か
や
い
ふ
、
を
り
に
ふ
れ
た
る
歌
を
、

い
と
声
た
か
に
う
た
ひ
つ
㌻
、
さ
ゴ
め
き
の
ぼ
る
を
見
る
も
、
か
つ
は
興
あ
り
。

さ
て
十
町
あ
ま
り
も
の
ぼ
り
つ
く
し
た
る
と
こ
ろ
に
茶
屋
あ
り
て
、
そ
の
所
則
た

む
け
に
て
、
桜
峠
と
い
へ
り
。
そ
の
所
よ
り
坂
路
を
く
だ
る
に
、
む
か
ひ
の
か
た

に
す
が
た
こ
と
な
る
高
山
の
見
ゆ
る
を
、
「
い
か
な
る
山
ぞ
」
と
、
か
ご
か
け
る

を
の
こ
に
と
へ
ば
、
「
三
国
が
嶽
と
い
ふ
山
に
て
、
す
な
は
ち
伊
勢
・
伊
賀
・
大

和
の
三
国
に
ま
た
が
り
た
る
山
に
て
、
か
の
御
嶽
と
い
ふ
も
、
こ
の
山
の
ふ
も
と

な
り
」
と
こ
た
ふ
れ
ば
、
は
や
み
た
け
に
ち
か
づ
き
た
る
も
う
れ
し
く
な
ん
。
す

べ
て
こ
の
坂
路
に
は
、
ち
か
き
こ
ろ
う
ゑ
た
り
と
て
、
さ
く
ら
お
ほ
く
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
さ
か
り
な
り
。
そ
の
道
の
ほ
と
り
に
う
や
く
し
く
榜
示
を
た
て
㌻
、
「
千

本
の
さ
く
ら
、
を
り
給
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
か
き
た
る
も
、
い
と
さ
と
び
た
る
か
き

ざ
ま
に
は
あ
れ
ど
、
心
し
ら
ひ
は
あ
さ
か
ら
ず
見
ゆ
。
坂
路
を
は
な
れ
て
、
上
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

気
よ
り
一
里
と
い
ふ
に
、
奥
津
駅
な
り
。
こ
の
駅
よ
り
川
上
若
宮
八
満
の
御
社

と
い
ふ
に
ま
う
つ
る
道
あ
り
て
、
こ
㌻
よ
り
一
里
あ
ま
り
あ
り
と
そ
。
こ
の
御
社

も
、
ち
か
き
こ
ろ
ま
う
つ
る
人
お
ほ
く
な
り
て
、
わ
が
す
む
か
た
よ
り
も
ま
う
つ

る
人
あ
り
。
こ
の
奥
津
を
す
ぎ
て
市
場
村
と
い
ふ
に
い
た
る
。
こ
の
市
場
村
に
大

き
な
る
八
幡
宮
の
お
は
し
ま
す
は
、
北
畠
家
の
代
々
の
産
神
な
り
き
と
い
へ
り
。

そ
の
市
場
村
を
す
ぎ
て
、
奥
津
よ
り
一
里
と
い
ふ
に
石
名
原
駅
に
い
た
る
。
こ
の

駅
よ
り
御
嶽
に
は
ほ
ど
ち
か
し
と
い
へ
ば
、
皆
人
も
わ
れ
も
駕
籠
・
馬
よ
り
お
り

て
、
か
ち
よ
り
ゆ
く
に
、
か
の
み
た
け
の
ち
か
く
な
り
ぬ
る
う
れ
し
さ
に
足
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
デ
ン

並
み
て
、
ほ
ど
な
く
宿
を
は
な
れ
七
八
町
も
ゆ
き
て
、
青
田
と
い
ふ
所
に
い
た
る
。

そ
の
所
の
道
の
右
の
か
た
は
ら
な
る
山
の
う
へ
よ
り
、
み
た
け
の
花
を
の
ぞ
み
曲

る
さ
ま
い
と
よ
し
と
、
か
ね
て
聞
し
か
ば
、
そ
の
山
に
半
町
ば
か
り
も
の
ぼ
れ
ば
、

や
が
て
峰
に
て
、
そ
の
峰
よ
り
見
わ
た
し
た
る
に
、
か
の
み
た
け
は
た
ゴ
む
か
ひ

に
て
、
ふ
も
と
よ
り
峰
ま
で
た
ゴ
心
す
ぢ
に
、
数
か
ぎ
り
も
な
き
さ
く
ら
の
今
を

さ
か
り
と
咲
な
ら
び
た
る
が
、
ひ
と
め
に
見
わ
た
さ
れ
た
る
、
ま
づ
め
を
お
ど
ろ

か
せ
り
。
う
し
ろ
に
は
か
の
名
だ
㌻
る
三
国
が
嶽
た
か
く
そ
び
え
て
、
い
と
た
ゴ

な
ら
ぬ
な
が
め
な
り
。
さ
る
を
午
田
て
ふ
こ
ち
た
き
名
を
し
も
、
い
か
な
る
を
こ

人
が
つ
け
た
り
け
む
。
今
す
こ
し
み
や
び
た
る
名
に
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
。

　
　
な
が
め
や
る
み
た
け
の
さ
く
ら
わ
け
ぬ
ま
も
こ
㌻
ろ
は
花
の
中
に
い
り
に
き

　
さ
れ
ば
、
は
や
く
も
の
ぼ
ら
ま
ほ
し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
こ
の
午
田
山
を
も
と
の

道
に
く
だ
り
て
い
さ
㌻
か
ゆ
き
て
、
道
の
右
の
か
た
な
る
谷
川
の
橋
を
わ
た
り
て
、

畑
の
中
な
る
坂
を
一
町
ば
か
り
ゆ
け
ば
、
や
が
て
御
嶽
の
山
口
な
り
。
こ
の
坂
路

は
お
も
ひ
し
ょ
り
せ
ば
き
に
、
右
に
も
左
に
も
桜
の
か
ぎ
り
を
う
ゑ
た
れ
ば
、
ま

こ
と
に
花
の
中
ゆ
く
と
い
ふ
は
、
か
』
る
山
路
の
こ
と
な
り
と
も
い
ひ
つ
べ
き
と

こ
ろ
の
さ
ま
な
り
け
り
と
、
心
と
ゴ
め
て
見
も
て
ゆ
く
に
、
お
ほ
か
た
は
さ
か
り

な
り
と
見
え
た
り
。
中
に
は
ま
だ
し
く
て
、
い
ま
だ
冬
木
の
ま
』
に
見
ゆ
る
も
あ

り
。
又
ち
り
す
ぎ
た
る
も
あ
り
て
、
雪
の
ふ
り
た
ら
ん
や
う
に
つ
も
り
た
る
そ
の

う
へ
を
ふ
み
つ
㌻
、
の
ぼ
り
ゆ
く
も
い
と
お
か
し
。
や
う
く
ふ
か
く
の
ぼ
り
ゆ

く
に
し
た
が
ひ
て
、
い
と
も
く
大
き
な
る
み
木
は
三
か
墨
へ
四
か
墨
へ
も
あ
り

ぬ
べ
く
、
高
さ
は
五
六
丈
ば
か
り
も
あ
る
べ
く
見
ゆ
る
。
世
に
は
見
な
れ
ぬ
大
き

な
る
花
の
木
ど
も
お
ほ
く
あ
り
て
、
げ
に
た
ぐ
ひ
な
き
花
の
所
也
。
凡
十
町
あ
ま
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り
の
ほ
ど
は
お
な
じ
さ
ま
な
る
並
木
な
れ
ば
、
お
ほ
し
と
も
、
か
ぎ
り
な
し
と
も
、

め
ざ
ま
し
と
も
、
め
で
た
し
と
も
い
は
む
は
な
か
く
お
ろ
か
に
て
、
皆
人
も
わ

れ
も
、
た
ゴ
め
を
お
ど
ろ
か
し
た
る
ば
か
り
に
て
、
い
か
ゴ
と
も
言
葉
に
は
い
ひ

が
た
く
、
こ
㌻
ろ
は
ゑ
ひ
た
る
が
ご
と
し
。
か
く
て
の
ぼ
り
は
て
た
る
所
に
石
の

鳥
居
あ
り
て
、
そ
の
鳥
居
の
左
の
か
た
は
ら
に
、
橘
千
蔭
が
「
か
り
に
だ
に
手
ぶ

さ
な
ふ
れ
そ
み
た
け
な
る
神
の
め
で
ま
す
こ
れ
の
さ
く
ら
木
」
と
い
ふ
歌
を
、
万

葉
仮
字
に
て
か
き
た
る
を
ゑ
り
た
る
碑
あ
り
。
そ
の
鳥
居
よ
り
石
の
は
し
を
一
町

ば
か
り
も
の
ぼ
れ
ば
門
あ
り
。
そ
の
門
を
入
て
七
八
間
お
く
に
蔵
王
権
現
と
い
ふ

神
の
御
社
た
㌻
せ
給
へ
り
。
こ
は
よ
し
野
に
も
お
は
す
る
神
に
て
、
こ
の
山
の
さ

く
ら
も
こ
の
神
木
な
り
と
い
ひ
て
、
か
り
に
も
を
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ず
と
い
へ
り
。

又
ね
が
ひ
を
か
け
た
る
か
へ
り
ま
う
し
に
う
墨
る
も
あ
り
と
な
ん
。
こ
の
蔵
王
権

現
と
ま
う
す
神
は
い
か
な
る
御
神
に
ま
し
ま
す
か
は
し
ら
ね
ど
、
か
く
さ
く
ら
を

め
で
ま
し
て
ま
も
り
給
へ
る
は
、
い
ひ
し
ら
ず
み
や
び
た
る
、
た
ふ
と
き
み
こ
㌻

う
な
り
や
。
こ
の
御
社
の
か
た
は
ら
に
、
や
が
て
寺
あ
る
に
、
別
当
の
僧
す
み
て

真
福
院
と
い
へ
り
。
宗
旨
は
真
言
宗
な
り
と
そ
。
こ
の
寺
の
庭
、
う
ち
は
れ
た
る

所
な
れ
ど
、
ま
へ
な
る
木
立
に
さ
へ
ら
れ
て
、
桜
は
お
も
ふ
ば
か
り
も
見
え
ず
な

む
。
し
ば
し
い
こ
ひ
て
、
又
も
も
と
の
坂
路
を
く
だ
る
ほ
ど
も
、
又
め
づ
ら
し
く

あ
か
ぬ
こ
』
ち
す
。
こ
た
び
は
い
か
ば
か
り
花
の
木
あ
る
や
か
ぞ
へ
息
む
と
て
、

ふ
も
と
ま
で
あ
ら
ま
し
か
ぞ
へ
た
る
に
、
よ
の
常
の
大
き
さ
ば
か
り
な
る
木
ど
も

六
百
七
八
十
本
あ
ま
り
も
あ
り
て
、
そ
の
中
に
よ
に
ま
れ
な
る
三
か
㌻
へ
四
か
㌻

へ
も
あ
る
べ
き
大
木
五
十
本
あ
ま
り
あ
り
。
そ
の
外
に
ち
か
き
こ
ろ
う
ゑ
た
り
と

見
ゆ
る
若
木
は
か
ぞ
へ
も
お
よ
ば
ず
、
か
ず
か
ぎ
り
も
な
し
。
又
む
か
し
の
春
の

さ
か
り
ゆ
か
し
く
て
、
大
木
の
老
く
ち
て
実
者
ば
か
り
に
な
り
た
る
も
見
え
た
り
。

そ
の
中
に
も
、
か
の
三
か
』
へ
四
か
㌻
へ
ば
か
り
も
あ
り
と
い
ふ
大
木
の
か
ぎ
り

は
、
よ
の
常
に
は
見
も
お
よ
ば
ぬ
、
い
と
め
づ
ら
し
き
木
立
に
て
、
か
㌻
る
大
木

は
よ
し
野
、
又
は
あ
ら
し
山
な
ど
に
も
見
ざ
り
き
か
し
。
も
と
よ
り
老
木
の
こ
と

な
れ
ば
、
花
の
さ
ま
も
い
と
う
つ
く
し
く
、
又
さ
き
た
る
花
の
数
も
い
と
お
ほ
く
、

ま
こ
と
に
い
ひ
し
ら
ぬ
木
立
な
れ
ば
、
こ
れ
ぞ
よ
に
た
ぐ
ひ
な
く
、
め
で
た
き
見

も
の
な
る
。
さ
れ
ば
「
住
田
よ
り
見
わ
た
し
た
る
さ
ま
よ
り
は
、
こ
の
老
木
ど
も

の
本
に
て
ま
ち
か
く
見
た
る
さ
ま
こ
そ
、
あ
は
れ
お
も
し
ろ
き
見
も
の
な
れ
。
こ

の
老
木
の
ご
と
き
さ
く
ら
の
、
せ
め
て
は
一
本
に
て
も
、
わ
が
す
む
さ
と
な
ど
に

あ
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
ゴ
め
で
た
か
ら
ん
」
な
ど
人
々
と
い
ひ
あ
へ
り
。
さ
れ
ど

こ
の
山
の
花
を
よ
し
野
に
く
ら
べ
て
は
、
か
ず
す
く
な
し
と
い
ふ
べ
く
、
あ
ら
し

山
に
く
ら
べ
て
は
、
け
し
き
お
と
り
た
り
と
い
ふ
べ
か
め
れ
ど
、
こ
の
五
十
本
あ

ま
り
の
大
木
は
、
よ
し
の
・
あ
ら
し
山
に
も
た
ぐ
ひ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ば
か
り
ぞ
、

こ
の
山
の
よ
し
の
・
嵐
山
に
も
ま
さ
り
た
る
所
な
る
。
も
と
よ
り
こ
の
と
こ
ろ
の

花
は
、
さ
き
に
も
い
へ
る
ご
と
く
、
わ
が
す
む
あ
た
り
の
花
の
ち
り
す
ぎ
た
る
ほ

ど
よ
り
も
の
す
れ
ば
よ
き
ほ
ど
ぞ
と
、
か
ね
て
き
㌻
お
き
し
か
ば
、
そ
の
心
づ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
リ

り
に
て
い
で
来
た
る
に
、
こ
㌻
ろ
の
う
ら
も
ま
さ
し
く
、
か
く
満
開
の
時
に
あ
ひ

ぬ
る
こ
そ
、
と
し
ご
ろ
の
本
意
か
な
ひ
て
、
い
と
う
れ
し
け
れ
。
お
と
つ
ひ
の
雨

風
は
い
か
ゴ
あ
ら
ん
と
、
あ
ん
じ
わ
づ
ら
ひ
し
に
、
か
た
へ
よ
り
は
「
こ
の
雨
風

に
て
は
花
も
こ
㌻
う
も
と
な
し
。
か
な
ら
ず
ち
り
ぬ
ら
ん
。
さ
れ
ば
こ
ん
年
の
春

に
又
お
も
ひ
た
つ
か
た
よ
か
ん
な
り
」
と
家
人
な
ど
は
い
ひ
し
か
ど
、
か
く
ま
で

お
も
ひ
た
ち
ぬ
る
を
い
た
づ
ら
に
せ
む
も
く
ち
を
し
、
よ
し
ゃ
ち
り
ぬ
る
跡
な
り

と
も
、
所
の
さ
ま
を
だ
に
せ
め
て
は
み
ば
や
と
て
、
お
も
ひ
お
こ
し
た
る
を
、
そ

の
雨
風
は
露
ば
か
り
も
さ
は
り
た
る
さ
ま
も
見
え
ず
、
な
か
く
に
、
か
の
雨
に

も
よ
ほ
さ
れ
て
云
い
で
た
り
と
お
も
は
る
㌻
梢
ど
も
㌻
見
ゆ
れ
ば
、
花
の
た
め
に

は
、
か
の
雨
も
心
を
や
し
た
り
け
む
な
ど
お
も
は
る
。
さ
て
の
ぼ
り
く
だ
り
す
る

ほ
ど
に
、
よ
み
い
で
た
る
歌
ど
も
。

　
　
い
く
春
か
よ
そ
に
み
た
け
の
さ
く
ら
花
こ
と
し
う
れ
し
く
わ
け
の
ぼ
る
か
な
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い
く
春
か
か
け
し
心
も
へ
だ
て
き
て
こ
と
し
み
た
け
の
花
の
し
ら
雲

こ
ひ
わ
び
し
心
も
は
れ
て
春
毎
の
ね
が
ひ
み
た
け
の
花
の
し
ら
く
も

み
た
け
山
か
ね
て
お
も
ひ
し
ほ
ど
よ
り
は
た
ち
こ
そ
ま
さ
れ
花
の
し
ら
雲

た
れ
ゆ
ゑ
に
お
も
ひ
は
た
墨
ぬ
旅
衣
き
た
る
を
花
も
あ
は
れ
と
は
み
よ

花
見
に
と
わ
れ
は
き
つ
る
を
み
た
け
山
た
ゴ
し
ら
雲
の
中
に
こ
そ
あ
れ

た
ぐ
ひ
な
き
み
た
け
の
さ
く
ら
見
ぬ
人
や
よ
し
野
を
花
の
山
と
い
ひ
け
む

た
ぐ
ひ
な
き
み
た
け
の
花
を
見
た
る
人
ま
れ
な
る
こ
と
の
な
げ
か
る
㌻
か
な

見
に
く
る
を
花
は
う
と
ま
じ
み
た
け
山
わ
く
る
ひ
と
め
の
あ
ま
た
な
け
れ
ば

き
て
み
よ
と
人
に
す
㌻
め
む
な
み
な
ら
ず
お
れ
る
み
た
け
の
花
の
に
し
き
を

ゆ
く
道
の
せ
ま
き
も
う
れ
し
み
た
け
山
並
木
の
さ
く
ら
見
る
に
ち
か
く
て

わ
け
の
ぼ
る
蜜
嶽
の
さ
く
ら
心
さ
へ
は
な
よ
り
花
に
う
つ
る
山
道

目
に
は
雲
足
に
は
雪
を
わ
け
こ
え
て
の
ぼ
る
み
た
け
の
桜
狩
か
な

雪
と
ち
り
雲
と
さ
け
る
も
と
り
ぐ
に
あ
か
ぬ
み
た
け
の
山
さ
く
ら
花

見
に
き
て
も
色
香
も
し
ら
ぬ
み
た
け
に
て
花
の
お
も
は
む
こ
と
も
は
つ
か
し

色
も
香
も
し
ら
ぬ
よ
ひ
と
は
来
も
せ
ぬ
を
花
や
う
れ
し
と
み
た
け
な
る
ら
む

言
の
葉
の
花
は
な
か
く
さ
き
も
せ
ず
み
た
け
の
さ
く
ら
い
う
に
け
だ
れ
て

ひ
き
つ
れ
て
御
嶽
の
さ
く
ら
わ
け
の
ぼ
る
け
ふ
や
言
葉
の
花
の
友
ど
ち

を
る
こ
と
は
か
た
き
み
た
け
の
山
ざ
く
ら
言
葉
の
は
な
を
家
つ
と
に
せ
ん

人
の
こ
ぬ
み
た
け
の
さ
く
ら
み
た
り
と
て
ほ
と
り
や
せ
ま
し
宿
に
か
へ
ら
ば

を
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
で
か
た
く
ま
も
り
ま
す
神
の
こ
㌻
ろ
の
た
の
も
し
き
か

な
い
か
に
せ
ん
見
て
の
み
や
は
と
お
も
へ
ど
も
を
る
こ
と
か
た
き
山
の
さ
く
ら

を枝
の
み
か
御
た
け
の
花
は
お
よ
び
を
り
て
か
ぞ
へ
も
か
ね
つ
千
本
八
千
本

枝
さ
し
も
よ
の
つ
ね
な
ら
で
い
や
た
か
く
み
た
け
の
は
な
は
あ
ふ
が
ざ
ら
め

　
　
や

　
　
年
ふ
か
く
木
た
る
が
う
へ
に
い
と
ゴ
し
く
お
も
る
蜜
嶽
の
花
の
し
ら
ゆ
き

　
　
中
々
に
な
が
め
は
よ
そ
に
ま
さ
り
け
り
さ
か
り
お
く
る
㌻
山
の
さ
く
ら
も

　
　
雲
に
と
ぶ
薬
は
ま
ね
ど
い
や
た
か
く
の
ぼ
れ
ば
我
も
花
の
仙
人

　
　
は
る
ぐ
と
み
た
け
に
こ
し
も
さ
く
花
の
な
が
め
む
さ
ぼ
る
ね
が
ひ
と
を
し

　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
　
　
王

　
　
う
ら
や
ま
し
う
へ
な
き
花
の
お
ほ
き
み
を
を
さ
め
て
も
た
る
神
と
き
く
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
　
　
福

　
　
さ
く
ら
花
さ
か
り
に
あ
ふ
も
寺
の
名
の
ま
こ
と
の
さ
ち
と
い
ふ
べ
か
り
け
り

　
か
く
よ
み
た
れ
ど
、
猶
あ
か
ぬ
こ
㌻
ち
の
せ
ら
る
墨
ま
㌻
に
、
を
こ
が
ま
し
く

も
長
歌
を
さ
へ
ひ
ね
り
い
で
た
る
。

よ
き
ひ
と
の

名
も
似
た
る

鳴
神
の

手
ま
ね
く

わ
か
草
の

玉
鉾
の

そ
の
山
に

白
雲
が

花
く
は
し

枝
は
し
も

よ
き
人
の

木
立
な
す

か
た
り
つ
ぎ

よ
し
と
は
見
ね
ど

御
嶽
の
山
に

音
の
み
き
㌻
て

こ
ひ
て
し
ま
に
ま

あ
ゆ
ひ
た
づ
く
り

道
の
長
手
を

の
ぼ
り
て
見
れ
ば

お
ほ
ひ
か
く
す
と

花
咲
を
㌻
り

ひ
ろ
く
さ
し
つ
㌻

よ
し
と
見
ず
と
も

い
や
よ
に
た
か
く

い
ひ
つ
ぎ
ゆ
か
む

　
花
の
さ
か
り
を

今
ひ
と
つ
ち
か
き
よ
ぶ
り
の
も
、

み
よ
し
野
の

咲
を
墨
る

ふ
く
風
の

こ
の
春
は

手
束
杖

は
る
ぐ
に

大
雪
の

心
は
も

木
立
は
も

い
ひ
も
え
ず

い
ざ
や
わ
れ

そ
の
枝
の

つ
る
ぎ
た
ち

よ
し
の
墨
山
に

さ
く
ら
の
花
を

め
に
は
い
ま
だ
み
ず

わ
け
む
も
の
と
て

こ
し
に
た
が
ね
て

い
ゆ
き
さ
ぐ
㌻
み

ふ
り
か
つ
も
れ
る

お
び
ゆ
る
ま
で
に

た
か
く
そ
た
て
る

た
へ
に
し
あ
れ
ば

よ
し
と
よ
く
見
て

い
や
よ
に
ひ
ろ
く

み
た
け
の
山
の
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み
よ
し
の
墨

こ
れ
も
又

わ
け
見
む
と

い
く
春
か

た
つ
か
ゆ
み

お
も
ひ
た
つ

さ
き
だ
ち
て

た
ち
い
つ
る

そ
の
山
や

ほ
ど
も
な
く

さ
く
陰
に

ゅ
き
と
ち
る

お
も
ほ
え
ず

よ
し
の
墨
山
に

た
ぐ
ひ
な
き
名
の

山
わ
け
衣

よ
そ
に
へ
だ
て
も

心
つ
よ
く
も

や
よ
ひ
の
空
の

暁
ふ
か
く

ゆ
く
て
の
山
も

ま
し
て
い
か
に
と

わ
た
る
み
た
け
の

と
ゴ
む
る
杖
も

花
の
し
た
み
ち

心
も
空
に

名
も
か
よ
ふ

よ
に
た
か
く

こ
㌻
う
に
は

い
た
づ
ら
に

こ
の
春
は

朝
が
す
み

お
も
ふ
ど
ち

花
の
雲

い
そ
が
る
㌻

山
ざ
く
ら

つ
く
ぐ
と

ふ
み
こ
ゆ
る

み
た
け
の
さ
く
ら

聞
ゆ
る
ま
㌻
に

お
も
ひ
か
け
て
も

年
も
月
日
も

心
ふ
り
お
こ
し

か
㌻
る
空
に
も

袖
ひ
き
つ
ら
ね

か
㌻
る
な
が
め
に

足
も
す
㌻
み
て

千
本
や
ち
も
と

見
る
に
ご
㌻
ろ
は

跡
の
を
し
さ
も

わ
け
の
ぼ
り
つ
㌻

　
か
く
て
ふ
も
と
に
く
だ
り
は
て
た
る
ほ
ど
は
日
も
く
れ
か
㌻
り
ぬ
れ
ば
、
い
で

石
名
原
の
駅
に
宿
を
も
と
め
ん
と
て
、
そ
の
宿
に
い
そ
ぎ
か
へ
り
て
、
中
子
何
が

し
と
い
ふ
も
の
墨
家
よ
し
と
、
か
ね
て
き
㌻
し
か
ば
、
と
ぶ
ら
ふ
に
、
か
の
御
影

　
　
　
　
　
　
　
タ
ビ
ぐ
ト

参
に
と
て
き
た
る
参
宮
人
い
と
お
ほ
く
て
、
家
の
う
ち
、
も
れ
ぬ
か
た
な
く
ふ
さ

が
り
た
れ
ば
、
こ
よ
ひ
の
宿
を
、
え
か
さ
ゴ
る
よ
し
い
ふ
に
、
「
お
そ
の
み
や
び

を
」
と
は
お
も
へ
ど
せ
ん
か
た
な
く
て
、
こ
の
宿
な
る
酒
や
何
が
し
・
ま
す
や
な

に
が
し
な
ど
い
ふ
も
の
墨
家
を
も
た
つ
ね
た
れ
ど
、
い
つ
れ
も
お
な
じ
さ
ま
に
て
、

い
と
す
げ
な
く
も
宿
を
か
さ
ゴ
れ
ば
、
ほ
と
く
な
や
み
て
村
役
人
て
ふ
も
の
㌻

家
が
り
た
つ
ね
て
、
せ
ち
に
た
の
み
つ
墨
、
か
の
中
子
な
に
が
し
の
家
に
い
ひ
い

れ
さ
せ
た
る
に
、
や
う
く
宿
を
ゆ
る
し
た
れ
ど
、
い
と
せ
ば
き
一
問
を
か
し
た

る
ば
か
り
な
れ
ば
、
五
人
に
二
人
の
供
人
さ
へ
そ
ひ
た
る
七
人
の
宿
る
に
は
、
い

と
も
せ
ま
く
た
よ
り
あ
し
け
れ
ど
、
さ
り
と
て
い
か
ゴ
は
せ
ん
、
か
墨
る
わ
び
し

き
こ
と
も
、
か
の
花
ゆ
ゑ
に
こ
そ
あ
り
け
れ
と
お
も
ひ
な
ぐ
さ
め
て
、
さ
の
み
は

か
こ
た
ず
。
か
く
て
家
あ
る
じ
の
い
で
来
た
れ
ば
、
「
こ
の
み
た
け
の
花
を
よ
そ

よ
り
も
見
に
く
る
人
あ
り
や
」
と
㌻
へ
ば
、
「
か
墨
る
田
舎
の
こ
と
な
れ
ば
、
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

見
に
く
る
人
は
い
と
も
く
ま
れ
ま
れ
に
て
、
所
の
人
々
は
め
づ
ら
し
と
も
せ
ず
。

さ
れ
ば
こ
の
山
の
花
は
、
は
じ
め
よ
り
を
は
る
ま
で
、
花
の
円
ゐ
な
ど
す
る
人
は

い
と
す
く
な
し
」
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
け
ふ
の
山
路
に
て
も
、
花
見
と
お

ぼ
し
き
人
に
は
四
人
五
人
あ
ひ
し
ば
か
り
な
れ
と
、
お
も
ひ
あ
は
さ
れ
ぬ
。
ま
こ

と
や
、
か
墨
る
め
で
た
き
花
を
、
か
く
見
る
人
の
す
く
な
き
は
、
あ
か
ず
く
ち
を

し
き
や
う
な
れ
ど
、
見
る
た
め
に
は
う
る
さ
き
こ
と
な
く
、
心
し
つ
か
に
し
て
い

と
た
よ
り
よ
く
、
か
つ
は
花
を
か
ご
と
に
、
そ
の
花
は
よ
そ
に
し
て
、
酒
の
み
、

も
の
く
ふ
こ
と
を
む
ね
と
し
つ
㌻
、
た
は
ぶ
れ
く
る
ふ
お
こ
人
の
な
き
は
、
中
々

に
花
の
た
め
に
は
き
よ
ら
か
に
て
よ
か
る
べ
く
や
。
さ
れ
ば
わ
が
ご
と
き
、
よ
に

ね
ぢ
け
た
る
ひ
が
も
の
㌻
た
め
に
は
、
よ
に
た
ぐ
ひ
な
き
と
こ
ろ
な
り
け
り
と
、

か
へ
す
が
へ
す
も
め
で
た
く
お
ぼ
ゆ
る
は
、
こ
の
み
た
け
の
花
な
り
か
し
。
さ
れ

ば
、
み
や
び
や
か
に
ま
こ
と
の
花
見
を
せ
ま
ほ
し
く
お
も
ふ
人
あ
ら
ば
、
か
な
ら

ず
お
も
ひ
た
つ
べ
き
所
に
こ
そ
。

　
二
日
。
朝
と
く
お
き
い
つ
る
に
、
天
気
い
と
よ
し
。
き
の
ふ
の
な
ご
り
た
ゴ
な

ら
ず
お
ぼ
え
し
か
ば
、
又
も
か
の
山
の
花
見
む
と
て
い
で
た
つ
。
道
の
ゆ
く
て
な

れ
ば
、
ま
つ
午
田
山
に
の
ぼ
り
て
見
わ
た
し
た
る
に
、
朝
日
の
光
さ
し
そ
ひ
て
、

そ
こ
は
か
と
な
く
か
す
み
わ
た
れ
る
花
の
け
し
き
、
一
き
は
お
も
し
ろ
し
。

　
　
な
が
め
や
る
み
た
け
の
花
の
朝
霞
ま
だ
た
ち
な
ら
ぶ
け
し
き
や
は
あ
る

　
か
く
て
も
猶
あ
き
た
ら
ね
ば
、
又
も
き
の
ふ
の
橋
を
わ
た
り
て
坂
路
を
の
ぼ
る

ほ
ど
も
、
朝
日
の
光
さ
し
そ
ひ
て
、
色
こ
と
に
見
え
た
る
花
の
木
ど
も
は
、
き
の

ふ
の
夕
ば
え
の
さ
ま
も
も
の
㌻
か
ず
な
ら
ず
お
も
は
る
㌻
の
み
か
は
、
　
一
夜
の
う

ち
に
咲
ま
さ
り
た
る
木
末
な
ど
も
見
え
て
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。
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狩
衣
き
の
ふ
も
け
ふ
も
の
ぼ
り
き
て
な
る
㌻
み
た
け
の
花
も
え
な
ら
ず

　
　
き
の
ふ
よ
り
咲
そ
ふ
枝
に
お
も
か
げ
も
か
は
る
み
た
け
の
花
の
山
道

　
花
の
枝
に
て
鴬
の
な
き
た
る
を
、

　
　
う
ぐ
ひ
す
も
ひ
と
く
く
の
声
た
て
墨
み
た
け
の
さ
く
ら
ま
も
り
が
ほ
な
る

　
　
さ
ら
ず
と
て
た
れ
か
は
た
を
る
鴬
の
ひ
と
く
と
い
こ
ふ
声
も
あ
や
な
し

　
　
花
に
な
く
歌
の
し
ら
べ
は
鴬
も
み
た
け
の
さ
く
ら
見
に
や
き
つ
ら
ん

　
の
ぼ
る
と
も
お
ぼ
え
ず
、
す
ゴ
う
に
か
の
寺
の
所
ま
で
の
ぼ
り
つ
く
し
て
、
そ

れ
よ
り
又
も
く
だ
り
く
る
坂
路
の
な
ご
り
、
い
と
た
ゴ
な
ら
ず
お
ぼ
え
け
れ
ば
、

　
　
漸
く
れ
む
花
と
き
の
ふ
は
見
す
て
に
き
い
か
ゴ
は
す
べ
き
け
ふ
の
山
道

　
　
咲
ま
さ
る
枝
の
み
な
ら
で
な
ご
り
さ
へ
け
ふ
は
た
ち
そ
ふ
花
の
し
ら
雲

　
　
か
へ
る
と
も
こ
㌻
ろ
の
こ
し
て
花
の
雲
か
㌻
る
あ
た
り
は
た
ち
も
は
な
れ
じ

　
　
か
へ
る
を
も
な
に
か
を
し
ま
む
今
よ
り
は
み
た
け
の
は
な
を
お
も
か
げ
に
し

　
　
て

　
　
花
の
雪
ひ
か
ず
も
つ
ま
で
立
か
へ
る
こ
㌻
ろ
は
き
ゆ
る
け
ふ
の
済
み
ち

　
も
と
の
石
名
原
の
駅
に
か
へ
り
て
、
こ
た
び
は
道
を
か
へ
て
竹
原
と
い
ふ
村
の

か
た
に
い
で
㌻
家
に
か
へ
ら
ん
と
す
。
そ
は
き
の
ふ
に
お
な
じ
道
を
か
へ
ら
ん
も

お
も
し
ろ
か
ら
ず
、
か
つ
は
坂
路
に
ほ
と
く
ゆ
き
こ
う
じ
た
る
が
う
へ
、
こ
な

た
の
道
に
は
川
口
の
関
の
古
跡
な
ど
あ
な
れ
ば
、
そ
の
所
の
さ
ま
を
も
見
ん
と
て

也
。
さ
れ
ば
こ
の
石
名
原
の
駅
の
中
な
る
石
橋
の
ほ
と
り
よ
り
左
に
を
れ
て
、
細

道
に
入
て
四
五
町
ゆ
け
ば
、
か
た
へ
に
お
も
し
ろ
き
岩
山
あ
り
て
、
神
の
御
社
も

お
は
し
ま
す
。
老
鹿
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
て
八
知
村
と
い
ふ
に
い
た
る
。

　
　
書
し
げ
き
さ
く
ら
わ
け
み
し
ゆ
か
り
と
て
八
千
て
ふ
村
を
け
ふ
か
よ
ふ
か
な

　
こ
の
八
集
村
を
す
ぐ
れ
ば
、
か
た
へ
に
川
あ
り
て
、
き
の
ふ
の
多
気
川
の
お
ち

あ
ふ
所
あ
り
。
こ
の
川
の
末
は
す
な
は
ち
大
仰
川
な
り
と
そ
。
お
な
じ
や
う
な
る

細
道
を
ゆ
き
く
て
、
坂
を
ひ
と
っ
こ
ゆ
れ
ば
竹
原
村
な
り
。
こ
墨
は
所
の
さ
ま

も
せ
ま
か
ら
ず
、
い
と
う
ち
は
れ
た
り
。
こ
㌻
ま
で
石
名
原
よ
り
二
里
な
り
。
こ

の
竹
原
村
は
家
ゐ
も
い
と
お
ほ
く
、
大
き
な
る
白
山
神
社
な
ど
申
も
村
の
中
に
お

は
し
ま
す
。
こ
の
村
を
は
な
れ
て
橋
を
わ
た
り
、
川
の
つ
㌻
み
を
の
ぼ
り
ゆ
く
ほ

ど
、
い
と
け
し
き
よ
し
。
こ
の
あ
た
り
に
て
は
、
川
も
や
う
く
ひ
ろ
く
な
り
も

て
ゆ
き
て
、
む
か
ひ
に
は
す
が
た
こ
と
な
る
岩
山
あ
り
て
、
松
の
た
㌻
ず
ま
ひ
も

お
も
し
ろ
く
、
川
に
は
い
か
だ
を
う
け
な
ら
べ
た
る
さ
ま
な
ど
、
都
の
あ
ら
し
山

・
大
井
川
の
お
も
か
げ
あ
り
。

　
　
み
よ
し
野
に
似
た
る
み
た
け
の
そ
れ
な
ら
で
あ
ら
し
の
山
に
か
よ
ふ
こ
の
山

　
こ
の
川
の
つ
㌻
み
を
の
ぼ
り
ゆ
く
ほ
ど
、
道
ち
か
㌻
ら
ね
ど
、
川
中
に
か
ず
か

ぎ
り
も
な
き
岩
ど
も
あ
り
て
、
そ
の
岩
に
ふ
れ
て
は
く
だ
く
る
川
波
の
け
し
き
な

ど
、
え
も
い
は
ず
お
も
し
ろ
き
さ
ま
に
ご
㌻
ろ
う
つ
り
て
、
さ
の
み
は
と
ほ
く
も

お
ぼ
え
ず
。
こ
の
川
づ
ら
を
は
な
れ
て
南
家
城
村
と
い
ふ
に
い
た
り
て
、
こ
の
村

の
中
に
常
夜
灯
の
あ
る
ち
ま
た
よ
り
右
に
を
れ
て
、
北
家
城
村
と
い
ふ
村
の
か
た

に
ゆ
か
ん
と
す
。
さ
て
こ
の
常
夜
灯
に
、
「
太
一
」
と
い
ふ
文
字
ゑ
り
つ
け
た
れ

ば
、
い
と
い
ぶ
か
し
く
て
、
「
こ
は
何
の
為
な
る
灯
籠
に
か
」
と
さ
と
人
に
と
へ

ば
、
「
大
神
宮
に
た
て
ま
つ
る
灯
な
る
を
、
こ
の
あ
た
り
に
て
は
す
べ
て
か
く
ゑ

り
つ
く
る
な
ら
は
し
也
」
と
い
へ
り
。
「
そ
の
心
は
い
か
に
」
と
㌻
へ
ば
、
「
し
ら

ず
」
と
こ
た
ふ
．
こ
は
い
か
な
る
こ
と
な
ら
ん
、
か
へ
す
ぐ
も
い
と
い
ぶ
か
し
．

そ
の
北
家
城
村
よ
り
又
も
川
づ
ら
に
い
で
墨
四
五
丁
ゆ
け
ば
、
ふ
た
つ
の
き
し
に
、

い
と
も
い
か
め
し
き
岩
村
の
さ
し
い
で
て
、
官
事
も
い
と
せ
ま
く
な
り
た
る
所
有

て
、
水
の
ふ
か
き
こ
と
、
い
か
ば
か
り
と
も
は
か
り
し
ら
れ
ず
、
い
と
も
の
す
ご

き
と
こ
ろ
の
さ
ま
也
。
則
こ
の
所
は
、
せ
と
が
淵
と
い
ふ
所
な
り
。
そ
の
岩
村
の

け
し
き
、
あ
た
り
の
山
の
木
立
の
さ
ま
も
、
い
と
よ
し
あ
る
所
の
さ
ま
に
て
、

　
　
川
波
の
な
み
に
あ
ら
ね
ば
こ
㌻
を
せ
と
た
ち
よ
り
て
見
む
き
し
の
窄
む
ら

　
　
渕
ふ
か
き
な
が
め
に
わ
れ
も
あ
く
が
れ
て
う
ご
く
は
か
た
き
き
し
の
岩
村
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こ
の
渕
を
す
ぎ
て
い
さ
墨
か
ゆ
け
ば
、
川
の
中
に
千
親
等
と
い
ふ
、
多
き
な
る

石
あ
り
。
又
か
た
へ
の
山
よ
り
お
つ
る
清
水
を
、
太
刀
洗
の
水
と
い
へ
り
。
こ
は

そ
の
む
か
し
、
藤
原
の
千
方
と
い
ふ
人
こ
の
所
に
す
み
て
、
き
た
な
き
心
を
い
だ

き
た
る
を
、
官
軍
の
せ
め
ほ
ろ
ぼ
し
た
る
古
き
跡
に
て
、
そ
の
岩
は
そ
の
千
方
を

こ
ろ
し
た
る
と
こ
ろ
、
そ
の
清
水
は
そ
の
を
り
太
刀
を
あ
ら
ひ
し
跡
な
り
と
い
ひ

っ
た
へ
た
れ
ど
、
も
の
に
も
見
え
ず
、
い
と
い
ぶ
か
し
け
れ
ば
、
つ
ら
く
お
も

ふ
に
、
こ
の
所
は
川
口
の
ほ
と
り
な
れ
ば
、
む
か
し
藤
原
廣
嗣
が
反
せ
し
時
、
こ

の
川
口
に
行
宮
を
つ
く
ら
し
て
、
行
幸
あ
り
し
お
も
む
き
見
え
て
、
そ
の
時
大
伴

家
持
ぬ
し
の
「
川
口
の
野
辺
に
や
ど
り
て
よ
の
ふ
れ
ば
い
も
か
た
も
と
し
お
も
ほ

ゆ
る
か
も
」
と
よ
ま
れ
た
る
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、
も
し
は
そ
の
廣
嗣
の
こ
と
を
、

二
方
と
つ
た
へ
あ
や
ま
り
た
る
に
は
あ
ら
じ
か
。
さ
れ
ど
、
こ
は
こ
㌻
う
み
に
い

へ
る
の
み
、
そ
れ
と
は
か
な
ら
ず
し
も
さ
だ
め
が
た
か
る
べ
し
。
こ
の
川
づ
ら
よ

り
ほ
ど
な
く
川
口
の
さ
と
に
入
る
。
こ
墨
ま
で
竹
原
よ
り
二
里
ば
か
り
も
あ
り
。

か
の
音
に
聞
え
た
る
関
の
跡
と
い
ふ
は
、
村
の
中
よ
り
右
の
か
た
に
入
る
細
道
あ

り
て
、
そ
を
む
か
し
の
街
道
な
り
と
い
ひ
っ
た
へ
た
り
と
て
、
そ
の
か
た
は
ら
な

る
小
だ
か
き
所
に
、
木
ぶ
か
き
所
の
あ
る
を
、
則
関
屋
の
跡
な
り
と
い
へ
り
。
そ

の
所
の
さ
ま
、
む
か
し
の
関
の
あ
り
け
む
お
も
か
げ
見
る
や
う
な
る
所
の
さ
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
コ
ノ
ム

て
、
後
の
よ
に
、
好
事
世
の
人
の
つ
く
り
た
る
古
跡
と
も
見
え
ず
。

　
　
あ
ら
が
き
も
今
は
跡
だ
に
な
が
れ
き
て
名
の
み
と
ゴ
ま
る
川
口
の
関

　
こ
の
川
口
村
に
久
世
安
庭
が
ゆ
か
り
の
人
あ
れ
ば
、
そ
を
と
ぶ
ら
ひ
て
も
の
な

ど
く
ふ
。
そ
は
こ
の
道
も
き
の
ふ
の
ご
と
く
旅
人
の
か
よ
は
ぬ
道
に
て
、
茶
屋
な

ど
い
ふ
も
の
は
な
き
道
な
れ
ば
、
こ
の
家
を
た
の
み
て
か
く
こ
ひ
た
る
に
な
ん
。

か
く
て
も
の
な
ど
く
ひ
居
た
る
ほ
ど
に
雨
ふ
り
い
つ
。
今
ま
で
の
雲
の
ふ
る
ま
ひ

も
さ
は
見
え
ざ
り
し
か
ば
、
時
な
ら
ぬ
し
ぐ
れ
に
て
、
し
ば
し
の
ほ
ど
に
は
は
れ

ぬ
べ
く
お
も
ひ
つ
㌻
待
居
た
る
に
、
ま
す
く
雲
ふ
か
く
な
り
も
て
ゆ
き
て
、
や

む
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
か
ね
て
と
も
の
を
の
こ
に
も
た
せ
来
た
る
雨
衣
と
う
で
㌻
、

う
ち
き
る
も
い
と
わ
び
し
き
も
の
か
ら
、
か
つ
は
め
づ
ら
し
く
も
お
ぼ
ゆ
。
こ
の

さ
と
を
は
な
れ
て
畢
生
村
と
い
ふ
を
す
ぎ
、
川
の
つ
㌻
み
に
い
つ
る
ほ
ど
は
、
ま

す
く
ふ
り
い
で
た
れ
ば
、
か
の
雨
衣
の
袖
も
と
ほ
る
ば
か
り
に
て
、

　
　
わ
び
し
き
も
き
の
ふ
な
ら
ば
と
な
ぐ
さ
め
て
か
こ
ち
は
は
て
ぬ
け
ふ
の
春
雨

　
こ
の
つ
㌻
み
の
道
を
ゆ
き
く
て
街
道
に
い
つ
。
こ
は
俗
に
い
ふ
阿
保
越
の
街

道
に
て
、
か
の
御
影
参
て
ふ
旅
人
、
こ
の
道
に
も
い
と
お
ほ
し
。
か
く
て
大
仰
の

駅
に
い
た
り
て
、
も
の
く
は
す
る
家
に
撃
て
蕎
麦
切
て
ふ
も
の
を
く
ひ
居
た
る
ほ

ど
、
八
太
の
か
た
に
か
へ
る
駕
籠
あ
り
て
、
す
』
め
し
か
ば
、
さ
き
の
雨
に
雨
衣

の
袖
も
と
ほ
り
て
、
い
と
も
わ
び
し
く
お
ぼ
ゆ
る
を
り
な
れ
ば
、
そ
は
よ
か
ん
な

り
と
て
の
り
ぬ
。
谷
戸
・
井
関
な
ど
い
ふ
空
々
を
す
ぎ
て
八
太
の
駅
に
い
た
る
。

こ
の
所
ま
で
大
仰
よ
り
一
里
な
り
。
か
く
て
こ
の
う
ま
や
に
て
日
も
く
れ
か
墨
り

ぬ
れ
ば
、
猶
お
な
じ
か
ご
に
の
り
て
こ
の
駅
を
す
ぐ
る
ほ
ど
、
風
さ
へ
い
み
じ
く

繋
い
で
た
れ
ば
、
か
ご
に
た
れ
た
る
雨
衣
も
そ
の
か
ひ
な
く
、
旅
衣
の
袖
も
は
し

た
な
く
ぬ
る
墨
ま
で
雨
ふ
き
い
れ
て
い
と
わ
び
し
き
に
、
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
闇
に

し
あ
れ
ば
、
い
っ
こ
い
か
な
る
削
回
を
か
す
ぎ
た
り
け
ん
、
そ
れ
も
お
ぼ
え
ず
し

て
、
亥
の
刻
す
ぐ
る
こ
ろ
ほ
ひ
、
か
ら
う
じ
て
家
に
は
か
へ
り
ぬ
。
わ
っ
か
二
日

の
う
ち
に
と
し
ご
ろ
の
本
意
か
な
ひ
て
、
か
く
も
の
し
つ
る
は
い
と
う
れ
し
き
ま

墨
に
、
あ
り
つ
る
こ
と
ど
も
を
か
き
と
ゴ
め
た
る
は
、
い
と
っ
た
な
き
筆
の
す
さ

び
に
て
、

　
　
色
香
な
き
言
葉
の
花
も
み
た
け
山
わ
け
見
む
人
の
枝
折
と
は
な
れ

と
て
、
つ
墨
ま
し
さ
も
う
ち
わ
す
れ
て
、
人
に
も
見
す
る
こ
と
墨
は
な
り
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
津
久
足
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本
居
有
郷
「
一
一
一
多
気
の
日
記
」

密
嶽
日
記

　
い
ま
や
う
の
う
た
ふ
う
た
に
も
「
花
は
み
よ
し
野
」
な
ン
ど
う
た
ひ
て
、
を
さ

な
子
ま
で
も
、
よ
し
野
の
花
の
よ
き
こ
と
は
し
り
た
る
に
、
伊
勢
国
一
志
郡
な
る

密
だ
け
と
い
ふ
は
、
さ
ば
か
り
は
き
こ
え
ね
ど
も
、
「
桜
の
古
木
あ
ま
た
あ
り
て
、

か
㌻
る
大
木
は
よ
し
の
に
も
な
し
」
と
人
の
い
へ
る
に
つ
き
て
、
と
し
ご
ろ
見
に

物
せ
ま
ほ
し
く
は
お
も
ひ
わ
た
り
つ
れ
ど
、
花
の
こ
ろ
は
あ
や
に
く
に
、
さ
は
る

こ
と
な
ど
の
あ
り
て
得
も
の
せ
ず
て
す
ぎ
き
ぬ
る
に
、
こ
と
し
は
い
か
な
る
よ
き

と
し
に
か
あ
ら
む
、
し
た
し
き
友
ど
ち
か
た
ら
ひ
あ
は
せ
て
物
せ
ん
と
お
も
ひ
た

ち
て
、
七
八
と
せ
前
つ
か
た
物
せ
し
人
に
と
ひ
け
る
に
、
「
か
の
わ
た
り
は
い
と

寒
き
所
に
て
、
こ
㌻
の
花
ち
り
て
四
五
日
過
る
こ
ろ
待
し
に
盛
な
る
も
あ
り
つ
れ

ど
、
ま
だ
冬
木
の
ま
㌻
な
る
も
あ
り
き
」
と
き
㌻
て
、
「
三
月
晦
日
の
日
ゆ
か
む
」

と
て
友
ど
ち
い
ひ
か
は
し
お
き
け
る
に
、
雨
風
は
げ
し
く
吹
で
、
其
日
は
む
な
し

く
お
も
ひ
と
ゴ
ま
り
ぬ
。
未
刻
過
る
こ
ろ
よ
り
雨
も
や
み
、
西
風
は
げ
し
く
吹
で
、

や
う
く
空
も
雲
ま
ば
ら
に
晴
け
り
。
こ
と
し
は
閏
三
月
あ
り
け
る
と
し
に
て
、

の
ち
の
朔
日
お
も
ひ
た
ち
ぬ
。
か
の
み
た
け
は
十
里
あ
ま
り
も
有
て
、
「
二
重
の

た
び
ね
な
ら
で
は
」
と
人
々
い
ひ
け
れ
ど
、
友
ど
ち
「
さ
ば
か
り
の
道
に
も
あ
ら

じ
、
一
夜
に
て
い
か
で
か
へ
ら
む
」
と
い
ひ
け
る
ま
』
に
、
と
く
よ
り
お
き
出
て
、

ま
た
寅
刻
に
は
な
ら
ぬ
ほ
ど
に
い
で
た
ち
ぬ
。
空
い
と
よ
く
は
れ
、
西
風
吹
て
い

と
さ
む
し
。
先
、
六
九
・
深
長
村
な
ン
ど
過
ゆ
く
に
、
ま
だ
夜
は
深
け
れ
ど
、
は

や
鳥
の
な
く
声
な
ど
し
て
、
い
と
こ
㌻
ち
よ
し
。
伊
勢
寺
村
な
ど
過
る
こ
ろ
、
ほ

の
ぐ
夜
は
し
ら
み
た
り
．
横
瀧
を
右
に
見
て
堀
坂
山
を
の
ぼ
る
に
、
右
の
か
た

に
堀
坂
ノ
神
社
お
は
し
ま
す
。
は
る
か
に
ふ
し
を
が
み
て
す
ぐ
に
、
い
と
大
な
る

桜
の
今
を
盛
と
さ
き
た
る
を
見
て
、
み
た
け
の
花
今
さ
か
り
な
る
し
を
り
に
や
と

お
も
ひ
て
、

　
　
ゆ
く
さ
き
の
盛
し
ら
れ
て
は
や
み
た
く
ほ
り
坂
山
の
や
ま
ざ
く
ら
花

な
ど
い
ひ
い
で
㌻
こ
墨
ろ
い
さ
み
ぬ
。
山
川
に
そ
ひ
つ
㌻
坂
路
を
の
ぼ
る
程
、
い

と
け
し
き
よ
し
。
所
々
に
す
み
れ
・
山
吹
・
つ
墨
じ
・
桜
な
ど
も
盛
に
咲
け
り
。

や
う
く
峠
に
の
ぼ
り
て
見
か
へ
れ
ば
、
伊
勢
の
う
み
、
家
住
あ
た
り
の
家
居
な

ど
見
わ
た
さ
れ
て
い
と
け
し
き
よ
し
。

　
　
ま
た
ふ
か
く
い
そ
ぎ
て
い
で
し
春
の
よ
も
ほ
の
ぐ
あ
く
る
堀
坂
の
山

　
此
所
よ
り
く
だ
る
坂
路
い
と
さ
む
し
。
程
な
く
与
原
と
い
ふ
里
に
い
た
る
。
松

坂
よ
り
は
三
里
と
い
へ
り
。
し
ば
ら
く
や
す
み
て
、
夫
よ
り
山
の
添
を
ゆ
き
く

て
、
後
山
な
ン
ど
い
ふ
里
を
す
ぎ
て
柚
ノ
原
村
に
い
た
る
。
兼
て
此
道
は
物
食
事

も
な
き
よ
し
き
墨
を
り
つ
れ
ば
、
食
物
な
ど
も
ち
来
り
て
、
こ
の
村
に
て
く
ひ
な

ど
す
．
空
々
よ
り
は
壱
里
ば
か
り
も
あ
ら
む
．
此
ち
か
き
山
に
と
こ
ろ
ぐ
桜
さ

き
た
り
。
な
が
め
つ
㌻
ゆ
く
に
、
小
川
村
に
い
た
る
。
中
程
に
寺
あ
り
。
「
其
所

よ
り
右
へ
ゆ
け
ば
下
多
気
な
り
」
と
供
の
を
の
こ
の
い
ひ
け
る
ま
』
に
、
な
が
れ

に
そ
ひ
て
ゆ
く
。
此
と
こ
ろ
河
の
石
な
ン
ど
多
く
あ
り
て
、
い
と
き
よ
ら
か
な
り
。

十
丁
ば
か
り
も
ゆ
き
て
、
少
し
小
高
き
所
に
社
有
。
そ
の
も
と
に
い
と
大
き
な
る

桜
さ
か
り
な
る
あ
り
て
い
と
よ
し
。
し
ば
し
石
に
こ
し
う
ち
か
け
な
ン
ど
し
て
見

る
た
り
。
さ
て
少
し
ゆ
き
て
田
つ
く
る
を
の
こ
に
と
ふ
に
、
「
下
多
気
へ
ゆ
く
に

は
出
た
が
へ
り
。
寺
よ
り
左
に
ゆ
く
方
、
下
多
気
な
り
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
人
々

口
々
に
つ
ぶ
や
き
つ
㌻
、
す
ぎ
こ
し
寺
の
か
た
ま
で
か
へ
り
ぬ
。
さ
れ
ど
「
か
㌻

る
道
た
が
ひ
な
か
り
せ
ば
、
こ
の
さ
か
り
な
る
桜
は
え
み
じ
」
な
ン
ど
い
ひ
て
、

　
　
し
る
べ
し
て
ふ
み
ま
よ
は
ず
は
山
ざ
く
ら
か
㌻
る
盛
の
花
は
見
ま
し
や

な
ン
ど
口
づ
さ
み
て
、
河
に
そ
ひ
て
山
路
を
し
ば
し
ゆ
く
に
、
左
の
か
た
に
鳥
居

あ
り
。
と
ふ
に
、
「
蘭
神
社
な
り
」
と
い
ふ
。
こ
は
わ
が
里
よ
り
も
ま
う
で
墨
、

疫
病
を
の
が
る
と
か
い
ひ
て
、
杉
の
枝
を
人
々
を
り
て
か
へ
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
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物
せ
ま
ほ
し
く
て
道
の
ほ
ど
を
き
く
に
、
「
壱
丁
あ
ま
り
あ
り
」
と
い
へ
ば
、
ま

う
で
ぬ
。
前
に
河
あ
り
。
橋
を
わ
た
り
て
石
階
を
少
し
の
ぼ
る
に
、
宮
居
・
杉
の

木
だ
ち
な
ど
物
ふ
り
て
見
ゆ
。
此
神
は
い
か
な
る
神
に
か
。
ま
た
も
と
の
道
に
か

へ
り
て
、
山
ふ
と
こ
ろ
を
し
ば
ら
く
ゆ
け
ば
、
下
村
に
い
た
る
。
河
あ
り
て
板
は

し
を
わ
た
る
。
ほ
ど
な
く
下
多
気
な
り
。
さ
て
、
か
ね
て
よ
り
き
㌻
み
た
り
し
、

お
の
が
遠
祖
の
つ
か
へ
ま
つ
り
し
北
畠
の
君
住
た
ま
ひ
し
御
跡
の
な
つ
か
し
く
お

も
ひ
て
、
と
ひ
き
く
に
、
「
下
多
気
・
上
多
気
と
の
あ
ひ
だ
に
捌
き
杜
あ
り
。
こ

れ
そ
の
御
跡
な
り
」
と
い
へ
り
。
又
「
霧
峯
と
か
い
ひ
て
、
御
城
の
あ
り
し
あ
と

も
、
其
つ
ゴ
き
の
山
な
り
」
と
い
へ
り
。
す
べ
て
こ
の
あ
た
り
に
て
は
、
皆
人
「
国

司
様
」
と
そ
い
ひ
け
る
。
ゆ
く
道
三
丁
ば
か
り
も
あ
り
て
、
右
の
か
た
に
杜
あ
り
。

少
し
こ
だ
か
き
所
に
鳥
居
有
て
、
ま
う
つ
る
に
、
「
八
幡
宮
」
と
い
ふ
額
あ
り
。

こ
れ
ぞ
具
教
大
納
言
の
射
た
ま
を
い
は
ひ
ま
つ
れ
る
御
社
な
り
と
そ
。
こ
の
御
前

に
、
そ
の
か
み
の
御
庭
の
池
あ
り
て
、
い
ろ
く
ふ
る
き
石
な
ど
あ
り
。
こ
の
石

に
い
ろ
く
の
名
あ
り
と
き
け
ど
、
し
ら
れ
ず
。
ま
た
宮
の
か
た
は
ら
に
真
善
院

と
て
、
ち
ひ
さ
き
寺
あ
り
。
「
こ
れ
に
、
む
か
し
の
事
ど
も
書
と
ゴ
め
た
る
書
あ

り
」
と
き
㌻
て
見
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
今
は
無
住
と
き
㌻
て
、
い
と
ほ
い
な
く
な
む

お
も
ひ
け
る
。
さ
て
御
庭
の
池
の
き
し
に
、
さ
く
ら
さ
き
た
る
を
見
て
、

　
　
君
ま
し
㌻
昔
の
跡
そ
し
の
ば
る
㌻
ふ
り
に
し
庭
の
花
を
見
る
に
も

　
此
か
た
は
ら
な
る
山
は
、
霧
峯
と
い
へ
る
山
に
は
あ
り
け
る
。
三
四
丁
ゆ
け
ば

上
多
気
な
り
。
小
川
村
よ
り
壱
里
あ
ま
り
あ
り
と
な
む
。
こ
の
所
は
、
萩
原
よ
り

飼
坂
・
櫃
坂
な
ど
こ
え
て
伊
勢
の
大
御
神
へ
ま
う
つ
る
大
道
な
り
。
こ
の
こ
ろ
は

御
蔭
と
か
い
ひ
て
阿
波
・
紀
州
な
ど
よ
り
多
く
人
ま
う
で
来
た
り
て
、
其
国
の
名

書
つ
け
た
る
菅
笠
を
き
て
杓
な
ン
ど
も
ち
て
、
お
び
た
ゴ
し
く
わ
れ
も
く
と
ま

う
で
ぬ
。
こ
し
か
た
に
引
か
へ
て
い
と
に
ぎ
は
し
く
、
こ
㌻
う
も
い
さ
み
ぬ
。
二

三
丁
ゆ
き
て
、
さ
墨
や
と
い
ふ
処
に
て
物
食
な
ン
ど
し
つ
墨
、
「
み
た
け
ま
で
は

い
か
ば
か
り
の
道
に
か
」
と
と
ふ
に
、
「
三
里
半
あ
り
」
と
い
へ
り
。
「
こ
れ
よ
り

飼
坂
と
い
ふ
、
い
と
け
は
し
き
坂
路
あ
り
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
友
ど
ち
お
も
ひ

く
に
て
駕
籠
・
馬
な
ど
に
の
り
て
ゆ
く
。
坂
路
に
か
㌻
る
に
、
げ
に
い
と
け
は

し
き
坂
な
り
。
半
道
ば
か
り
ゆ
く
ほ
ど
峠
に
て
茶
屋
あ
り
。
少
し
く
だ
り
た
る
所

よ
り
、
む
か
ひ
は
る
か
に
み
た
け
の
山
見
え
て
、
「
麓
に
白
雲
の
か
墨
り
た
る
や

う
に
見
ゆ
る
は
、
こ
れ
み
た
け
の
花
に
な
ん
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、

　
　
遠
か
た
に
棚
引
く
も
と
み
た
け
山
ふ
も
と
に
か
墨
る
花
の
し
ら
雲

　
い
と
く
心
も
い
さ
み
つ
㌻
、
ほ
ど
な
く
坂
路
も
す
ぎ
て
、
奥
津
な
ど
い
ふ
駅

に
い
た
る
。
左
の
か
た
に
石
ふ
み
あ
り
て
「
川
上
八
幡
み
ち
」
と
あ
り
。
供
な
る

を
の
こ
に
と
ふ
に
、
「
こ
墨
よ
り
壱
里
あ
り
」
と
い
へ
ば
、
こ
た
び
は
ゆ
く
さ
き

の
い
そ
が
れ
け
れ
ば
、
ま
う
で
ず
し
て
や
み
ぬ
。
ほ
ど
な
く
石
名
原
と
い
ふ
駅
に

い
た
る
。
多
気
よ
り
は
三
里
あ
ま
り
あ
り
と
そ
。
「
こ
れ
よ
り
み
た
け
ま
で
は
、

は
や
十
八
丁
」
と
い
へ
ば
、
彼
所
よ
り
、
あ
な
い
の
人
を
た
の
み
て
ゆ
く
に
、
午

田
と
か
い
ひ
て
、
道
の
左
の
か
た
に
山
あ
り
。
半
時
ば
か
り
の
ぼ
り
て
見
る
に
、

む
か
ひ
に
密
嶽
の
桜
ふ
も
と
よ
り
見
わ
た
さ
れ
て
、
今
な
ん
さ
か
り
と
見
え
て
、

い
と
け
し
き
よ
し
。

　
　
ほ
ど
ち
か
く
見
え
て
御
岳
の
ふ
も
と
よ
り
咲
つ
㌻
き
た
る
花
の
白
た
へ

　
か
の
山
は
、
大
和
・
伊
賀
・
伊
勢
の
三
国
に
ま
た
が
り
た
れ
ば
、
三
国
嶽
と
も

い
ふ
と
な
ん
。
は
や
木
本
に
ゆ
か
ま
ほ
し
く
て
本
の
道
に
か
へ
り
、
右
の
か
た
に

板
は
し
あ
り
。
わ
た
り
て
二
三
丁
ゆ
き
て
山
路
に
か
曲
る
。
此
と
こ
ろ
よ
り
左
右

並
木
な
り
。
見
わ
た
し
つ
㌻
ゆ
く
に
、
坤
軸
な
る
も
あ
り
、
又
冬
木
の
ま
㌻
な
る

も
あ
り
、
さ
か
り
事
た
る
も
あ
れ
ど
、
な
べ
て
盛
に
て
、
白
雲
を
わ
け
ゆ
く
こ
こ

ち
す
。
な
か
に
も
三
四
か
ひ
も
あ
り
け
る
花
は
、
四
丈
五
丈
も
た
か
く
の
び
て
、

四
方
に
枝
さ
し
か
は
し
た
り
。
す
べ
て
い
つ
れ
の
花
も
、
う
る
は
し
き
は
な
な
り
。

こ
の
並
木
十
丁
あ
り
と
い
へ
る
に
、
空
う
ち
な
が
め
つ
㌻
心
も
空
に
て
、
ほ
ど
な
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く
門
前
に
い
た
る
。
石
だ
ん
を
の
ぼ
り
て
蔵
王
権
現
を
拝
し
て
、
も
と
の
門
前
に

か
へ
る
。
右
の
か
た
に
坊
あ
り
、
真
福
院
と
な
ん
い
ふ
。
か
ね
て
此
所
に
て
＝
侠

の
や
ど
り
を
こ
ひ
て
、
朝
日
に
い
う
そ
へ
む
桜
の
け
し
き
見
ま
ほ
し
く
お
も
ひ
け

る
に
、
前
な
る
庭
は
、
は
れ
た
る
所
な
れ
ど
、
一
と
木
に
か
く
れ
て
花
は
見
え
ざ

り
け
れ
ば
、
石
名
原
の
駅
に
や
ど
ら
む
と
、
も
と
こ
し
並
木
を
か
へ
る
に
、
桜
の

数
は
い
か
計
あ
ら
ん
と
、
あ
ら
ま
し
か
ぞ
へ
け
る
に
、
七
百
本
ば
か
り
も
あ
り
て
、

大
木
は
五
十
本
計
も
あ
り
。
又
四
五
尺
あ
ま
り
有
も
、
か
ぞ
へ
た
ら
む
に
は
数
か

ぎ
り
あ
る
ま
じ
く
覚
ゆ
。
す
べ
て
此
桜
は
、
神
の
め
で
ま
す
さ
く
ら
な
れ
ば
、
手

折
な
ン
ど
す
れ
ば
た
㌻
り
あ
り
と
な
ん
。
か
の
並
木
の
と
こ
ろ
は
な
る
墨
こ
ろ
、

は
や
日
も
く
れ
に
お
よ
び
け
れ
ば
、

　
　
山
さ
く
ら
あ
か
ず
み
た
け
を
よ
そ
に
し
て
か
へ
る
さ
を
し
き
花
の
夕
ば
え

な
ン
ど
い
ひ
つ
㌻
、
か
の
石
名
原
に
か
へ
り
て
、
中
子
何
が
し
の
所
に
や
ど
ら
む

と
す
る
に
、
こ
の
頃
の
御
蔭
ま
み
り
に
て
、
い
っ
こ
も
く
ふ
さ
が
り
た
る
を
、

か
ら
う
じ
て
や
ど
り
た
れ
ば
、
い
と
せ
ま
き
ひ
と
ま
に
や
ど
り
ぬ
。
何
く
れ
と
、

け
ふ
の
道
す
が
ら
の
こ
と
な
ン
ど
か
た
り
つ
㌻
、
ふ
し
ぬ
。

　
二
日
。
い
と
天
気
よ
け
れ
ば
、
か
の
み
た
け
の
花
の
朝
の
け
し
き
見
ま
ほ
し
く

て
、
い
そ
ぎ
ゆ
く
に
、
き
の
ふ
見
し
に
ま
さ
り
て
、
あ
さ
ひ
の
う
つ
ろ
ふ
け
し
き
、

い
は
む
か
た
な
し
。
並
木
の
外
の
か
た
は
、
は
た
、
又
薮
な
ど
あ
り
。
そ
の
か
た

に
ゆ
き
て
見
る
に
、
ひ
と
め
に
見
わ
た
さ
れ
て
、
え
も
い
は
れ
ぬ
は
、
処
々
に
て

出
て
ぞ
見
け
る
。
き
の
ふ
こ
し
門
前
ま
で
ゆ
き
て
、
花
を
な
が
め
つ
㌻
、

　
　
け
ふ
も
又
お
も
ふ
と
も
ど
ち
た
ど
り
き
て
あ
か
ず
み
た
け
の
花
の
こ
の
も

　
　
と

　
　
ま
も
り
ま
す
光
そ
ひ
て
や
色
ご
と
に
み
た
け
の
山
の
や
ま
ざ
く
ら
花

　
　
ま
も
り
て
や
花
の
色
香
も
た
ぐ
ひ
な
く
み
た
け
の
山
の
神
の
桜
木

な
ン
ど
い
ひ
て
、
も
と
の
や
ど
り
に
か
へ
り
て
物
な
ン
ど
く
ひ
て
出
た
つ
。
け
ふ

は
川
口
関
の
跡
を
も
見
む
と
て
、
八
知
谷
と
い
ふ
方
に
お
も
む
く
。
か
の
石
名
原

を
は
な
る
㌻
所
に
、
は
し
あ
り
て
、
そ
の
ま
へ
に
ほ
そ
き
道
あ
り
。
左
に
を
れ
て

五
六
丁
ゆ
け
ば
、
山
の
ふ
と
こ
ろ
に
村
あ
り
。
名
は
わ
す
れ
ぬ
。
そ
こ
を
過
て
又

山
の
ふ
と
こ
ろ
を
ゆ
く
に
、
こ
㌻
か
し
こ
、
わ
ら
び
も
え
出
た
り
。

　
　
こ
㌻
か
し
こ
も
ゆ
る
わ
ら
び
を
を
り
く
に
を
り
て
ゆ
く
て
の
道
の
手
づ

　
　
さ
び

　
所
々
に
て
、
か
く
を
り
つ
㌻
ゆ
く
に
、
ほ
ど
な
く
八
知
村
と
い
ふ
所
に
い
た
る
。

此
あ
た
り
の
川
は
、
き
の
ふ
こ
し
小
川
な
ン
ど
い
ふ
あ
た
り
の
河
と
お
な
じ
や
う

に
て
、
石
な
ン
ど
あ
り
て
い
と
き
よ
し
。
こ
の
川
は
大
仰
・
導
出
な
ン
ど
の
河
上

な
り
と
そ
。
川
の
流
に
そ
ひ
て
ゆ
く
に
、
処
々
橋
あ
り
て
、
い
く
た
び
と
な
く
此

河
を
こ
な
た
か
な
た
の
峯
に
ぞ
わ
た
る
。
さ
て
竹
原
の
里
を
す
ぎ
て
川
添
を
ゆ
く

に
、
か
じ
か
と
い
へ
る
も
の
、
と
こ
ろ
ぐ
に
な
き
た
り
．
ゆ
き
く
て
南
植
木

・
北
植
木
な
ど
す
ぎ
て
、
瀬
戸
渕
と
か
い
ふ
と
こ
ろ
に
い
た
る
。
大
な
る
岩
な
ど

お
び
た
ゴ
し
く
あ
り
て
、
築
山
と
い
ふ
も
の
し
た
ら
む
や
う
な
り
。
渕
は
青
々
と

し
て
、
い
と
お
そ
ろ
し
。
岩
の
は
ざ
ま
よ
り
水
お
ち
な
ン
ど
し
て
、
瀧
の
如
き
と

こ
ろ
も
あ
り
、
け
し
き
い
と
よ
し
。
千
か
た
岩
な
ど
い
ふ
あ
り
て
、
里
人
の
い
ろ

く
い
ひ
っ
た
へ
も
き
墨
つ
れ
ど
、
わ
す
れ
た
り
。
十
丁
あ
ま
り
も
ゆ
き
て
川
口

の
駅
に
い
た
る
。
か
の
き
㌻
お
よ
び
し
川
口
の
関
の
跡
は
右
の
か
た
の
山
の
上
に

て
、
ふ
る
め
か
し
く
見
ゆ
。
杜
な
ど
も
重
て
社
あ
り
と
そ
。
少
し
ゆ
き
て
、
こ
た

び
う
ち
つ
れ
だ
ち
た
る
友
の
中
な
る
久
世
安
庭
の
し
る
べ
の
か
た
に
た
ち
よ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

休
け
る
に
、
雨
ふ
り
い
で
け
れ
ば
、
雨
よ
そ
ひ
し
つ
墨
ゆ
く
。
石
名
原
よ
り
こ
ま

で
六
里
あ
り
と
い
へ
り
。
柚
生
里
過
て
、
は
た
道
ゆ
く
こ
ろ
、
雨
い
た
く
ふ
り
い

で
㌻
、
い
と
わ
び
し
。
入
相
過
る
こ
ろ
、
大
和
街
道
の
大
仰
と
い
ふ
所
に
い
つ
。

こ
㌻
は
大
道
に
て
、
に
ぎ
は
し
。
し
ば
し
や
す
み
て
、
い
せ
き
な
ン
ど
過
る
こ
ろ
、

曰
は
く
れ
は
て
ぬ
。
は
た
に
て
や
す
み
ゆ
く
ほ
ど
、
風
は
げ
し
く
吹
で
雨
も
そ
ひ
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た
り
。
都
・
小
川
・
権
現
野
な
ど
過
る
こ
ろ
、
ま
す
く
は
げ
し
く
吹
で
、
そ
こ

ら
の
村
々
あ
り
と
も
お
ぼ
え
で
過
ぬ
。
か
ら
う
じ
て
、
み
わ
た
り
の
川
に
い
で
た

り
。
亥
時
過
た
る
さ
ま
に
て
、
い
と
し
つ
か
な
り
。
市
場
・
久
米
す
ぎ
て
、
子
刻

す
ぐ
る
こ
ろ
家
に
は
か
へ
り
ぬ
。
け
ふ
の
道
は
十
一
里
ば
か
り
な
る
を
、
午
刻
こ

ろ
よ
り
い
で
た
ち
た
れ
ば
、
い
と
も
お
ほ
く
の
道
に
て
、
い
た
く
つ
か
れ
ぬ
。

　
　
と
し
ご
と
に
お
も
ひ
わ
た
り
て
此
は
る
は
ね
が
ひ
み
た
け
の
山
さ
く
ら
花

本
居
有
郷

〈
付
記
〉

　
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
慶
磨
義
塾
大
学
図
書
館
、
本
居
宣
長
記
念
館
、
日
本
大
学
総

合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、
貴
重
な
書
籍
の
閲
覧
・
翻
刻
許
可
を
賜
わ
っ
た
。
ま
た
、

本
居
宣
長
記
念
館
の
吉
田
悦
之
氏
に
は
、
本
居
有
郷
周
辺
の
人
物
に
つ
い
て
多
く
の
ご
教

授
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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